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新年ごあいさつ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
一
年
が
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
い
一
年
で
あ

る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
避
難
先
で
迎
え
る
正
月

が
８
度
目
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、

町
政
を
預
か
る
者
と
し
て
大
変
心
苦
し

い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
悔
し

さ
を
胸
に
私
自
身
、
こ
の
一
年
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
実
り
あ
る
も
の
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
心
に
誓
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

最
近
、
町
内
に
立
ち
寄
ら
れ
た
方

は
、
そ
の
風
景
が
変
化
し
て
い
る
こ
と

に
驚
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
震
災
直
後
、
文
字
通
り
「
無
人
の

町
」
と
化
し
た
古
里
は
、
復
興
や
廃
炉

に
携
わ
る
多
く
の
方
が
行
き
交
い
、
真

新
し
い
建
物
が
次
々
と
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
大
川
原
で
は
、
今
春
開
所

す
る
町
役
場
新
庁
舎
の
建
設
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
み
、
東
へ
伸
び
る
更
地
に
も
災

害
公
営
住
宅
や
交
流
ゾ
ー
ン
な
ど
を
整

備
す
べ
く
、
計
画
が
着
々
と
進
ん
で
い

ま
す
。
植
物
工
場
や
公
営
墓
地
も
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
射
線
量
の

高
か
っ
た
帰
還
困
難
区
域
内
も
、
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
で
は
５
年
後
の
帰

還
を
目
指
し
て
除
染
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
全
線
再
開

や
常
磐
自
動
車
道
大
熊
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
完
成
な
ど
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

復
旧
・
進
展
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
復
興
と
は
、
皆
さ
ん
が
「
ま
た
大
熊

で
暮
ら
し
た
い
」
と
思
っ
た
と
き
、
い

つ
で
も
誰
で
も
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
環
境

を
整
え
て
お
く
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は

こ
の
機
会
に
、
大
川
原
・
中
屋
敷
両
地

区
の
避
難
指
示
を
解
除
し
、
念
願
だ
っ

た
帰
還
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
く
る
の
に
長

い
歳
月
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
一
部
と

は
い
え
町
土
を
取
り
戻
し
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
帰
還
を
希
望
で
き
、
一
人

で
も
多
く
の
方
が
大
熊
町
で
生
活
で
き

る
よ
う
、
職
員
と
一
丸
で
、
新
た
な
気

持
ち
で
臨
み
ま
す
。

　
昨
年
、
県
内
外
９
会
場
で
開
催
し
た

町
政
懇
談
会
で
は
、
時
間
の
経
過
や
置

か
れ
て
い
る
状
況
の
違
い
に
よ
っ
て
、

お
一
人
お
一
人
の
考
え
に
大
き
な
変
化

が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
私
た
ち
の
伝
え
た
い
こ
と
が
思

い
の
ほ
か
皆
さ
ま
に
届
い
て
い
な
い
こ

と
も
痛
感
し
ま
し
た
。
厳
し
い
お
声
、

温
か
い
お
声
、
と
も
に
私
た
ち
の
復
興

施
策
に
は
貴
重
な
ご
意
見
で
す
。
真
摯

に
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち

が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
皆
さ
ん
に
き

ち
ん
と
伝
わ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　
失
わ
れ
た
年
月
を
取
り
戻
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
家
族
と
暮
ら

し
た
郷
里
や
大
切
な
人
と
の
つ
な
が
り

を
失
っ
た
私
た
ち
は
心
に
傷
を
負
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
古
里
・

大
熊
町
を
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、
医
療
費

の
無
償
制
度
、
高
速
道
の
無
料
措
置
、

税
負
担
の
減
免
な
ど
暮
ら
し
に
直
結
す

る
支
援
策
の
ほ
か
、
町
民
同
士
の
絆
維

持
な
ど
心
の
復
興
に
つ
な
が
る
施
策

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
で
す
。
今

後
は
町
内
を
会
場
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
等

の
開
催
も
検
討
し
、
新
し
い
思
い
出
を

創
出
で
き
る
よ
う
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
今
年
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
楽
し
い

思
い
出
が
一
つ
で
も
増
え
る
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
願
い
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

渡辺　利綱

大熊町長

今年の抱負
健康が第一。
できる範囲で歩く時間を増やします。
できる範囲でお酒の量を減らします。

　
全
町
避
難
か
ら
間
も
な
く
８
年
に
な

ろ
う
と
し
て
お
り
、
皆
さ
ま
が
安
定
し

た
生
活
を
送
ら
れ
、
明
る
く
元
気
に
過

ご
せ
る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

　
町
内
で
は
認
定
さ
れ
た
特
定
復
興
再

生
拠
点
区
域
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
該

当
区
域
の
除
染
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
事
業
を
着
実
に
進
め
、
今
回
対

象
に
な
ら
な
か
っ
た
地
域
も
順
次
見
通

し
が
立
つ
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
常
磐
自
動
車
道
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業
は
進
ん
で
お

り
、
３
月
に
は
開
通
式
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
全
線
開
通
に
合

わ
せ
た
大
野
駅
改
修
も
行
わ
れ
て
お

り
、
地
域
間
の
つ
な
が
り
あ
る
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
中
屋
敷
・
大
川
原
地
区
で
は
昨
年
４

月
か
ら
準
備
宿
泊
が
開
始
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
大
川
原
地
区
に
お
け
る
復
興

拠
点
整
備
事
業
は
順
調
に
進
ち
ょ
く
し

て
い
ま
す
。
庁
舎
を
は
じ
め
、
住
宅
、

商
業
施
設
、
そ
の
他
の
公
益
的
施
設
が

順
次
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

町
内
全
域
の
環
境
整
備
に
向
け
た
起
点

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
周
辺
で
は
植
物
栽
培
施
設
、
公
営

墓
地
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
同
時
に

一
昨
年
設
立
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
公
社

が
、
除
染
後
の
土
地
等
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
の
役
割
を
担
う
ほ
か
、
将
来

的
に
は
町
振
興
に
関
わ
る
各
種
事
業
を

展
開
す
る
核
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
全
町
避
難
は
長
期
に
わ
た

り
、
将
来
的
に
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ

て
も
、
そ
れ
が
一
概
に
は
帰
還
に
結
び

つ
か
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
汚
染
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
を
生
活
可

能
な
ま
で
に
除
染
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
進
め
て
い
く
中
で
、
選
択
可
能
な
環

境
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
放
射
線
管
理
に
万
全
を
期

し
た
上
で
、
立
ち
入
り
の
自
由
度
を
従

来
よ
り
も
さ
ら
に
高
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
除
染
土
壌
等
を
管
理
す
る
中
間
貯
蔵

施
設
は
、
用
地
契
約
が
進
み
並
行
し
て

施
設
整
備
も
進
行
し
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
を
失
う
と
い
う
苦
渋
の
判
断
を
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
皆
さ
ま
に
思
い
を

致
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
施

設
が
町
の
復
興
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
注
視
し
て
ま

い
り
ま
す
が
、同
時
に
町
民
と
し
て
の
、

あ
る
い
は
地
域
単
位
の
つ
な
が
り
を
今

後
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
考
え
方
は
、
人
に

よ
り
、
ま
た
置
か
れ
て
い
る
立
場
に

よ
っ
て
異
な
り
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を

選
択
す
る
の
か
も
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
り

ま
す
が
、
避
難
が
続
く
中
、
高
速
道
路

無
料
措
置
や
医
療
費
の
無
償
制
度
、
生

活
や
福
祉
に
関
す
る
相
談
制
度
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
等
、
各
種
の
生
活
支

援
策
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
最
後
の
年
と
な
り
ま
す
が
、
新

し
い
年
号
に
入
っ
て
も
私
た
ち
は
引
き

続
き
様
々
な
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
皆

さ
ま
の
安
定
し
た
生
活
を
願
い
、
一
体

と
な
っ
て
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

鈴木　光一

大熊町議会議長

今年の抱負
朝１時間のウオーキングを 365 日欠
かさずしています。今年も途切れさせ
ることなく続けます。
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業 務

役場新庁舎

交流ゾーン

業務施設等

業務施設

公営住宅

公営住宅

福島再生賃貸住宅
医療・福祉施設

　町内大川原の復興拠点に整備する医療・福祉ゾーン
の基本設計がこのほどまとまりました。ここには認知
症高齢者グループホーム、福祉事業者事務所、住民福
祉センターを整備します。ゾーンの概要を紹介します。
※画像はすべてイメージです

町公式ホームページで基本設計の概要版をご覧になれます

認知症高齢者グループホーム

<スケジュール（予定）>
2019年７月　着工
2020年３月　完成
　　　　４月　開所
※グループホーム入所募集の時期は決まり次第
　お知らせします

福祉事業者事務所（仮称）

<診療所について>

住民福祉センター（仮称）

　認知症の高齢者が少人数で介護スタッフと
共同生活を行う住宅です。古里で支援を受け
ながら、安心して暮らし続けることができま
す。入居者が主体的にかつ積極的に日常生活
に参加できる空間づくりを心掛け、入居者と
職員または入居者同士が協働して生活を送る
ことができる施設をつくります。

　町内で福祉事業に取り組む事業者の拠点と
として活用します。併せて室内には、町内で
生活を始めた世帯のうち、お子さんがいらっ
しゃるご家庭や、町内で働く方々を支援する
ため、託児所を設置します。

　町内福祉の拠点施設です。誰もがつながり
を感じられる地域づくりを目指し、福祉サー
ビスの提供や利用支援、関係機関との連携と
いった多様なニーズに応えます。ボランティ
アやサロン活動で利用できる会議室、健康づ
くりや介護予防のイベントなどに利用できる
機能訓練室を設けます。

　このほか医療・福祉ゾーンには診療所をつく
る予定です。医師、看護師、薬剤師の人材を確
保できる見込みとなった後、工事に着手します。

問　大熊町役場会津若松出張所　福祉課

QRコード

詳細はHP

大川原復興拠点

医療・福祉ゾーンのご紹介

グループホームの居間・食堂

住民福祉センターのホール

福祉事業者事務所の託児室

特集
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TOWN TOPICSまちの話題

水族館で交流を深めた参加者
有終の美を飾った
愛好会のメンバー

　大熊町ソフトボール愛好会は今季、会津若松市
ソフトボールリーグ４部で優勝し、有終の美を飾
りました。震災後、同市に避難した町民を中心に、
４部で７季にわたってしのぎを削りましたが、メ
ンバーの分散などにより今季で脱退します。12月
５日に慰労会を開き、交流を深めた７年を振り返
りました。愛好会は市ソフトボール協会から感謝
状を贈られました。

会津で７季、有終のＶ
大熊町ソフト愛好会

　大熊町世代間交流事業が12月 1日、アクアワー
ルド茨城県大洗水族館で行われ、小学２年生から
80代までの14人が参加しました。施設を満喫し
たほか、仮設住宅で交流があった方同士が子ども
の成長に目を細めたり、バスの中で年齢層が異な
る参加者同士が語り合ったりするなどしました。
「本当に楽しかった。こういう機会があれば今後
も参加したい」というお言葉もいただきました。

　大洗水族館を満喫
世代間交流事業に14人

役場内に残されていた写真

　今月号の表紙に使用した写真は、上が1983（昭
和58）年５月10日、下は2018（平成30）年12月
12日に撮影した、上空からの写真です。
　1983年の写真は額に収められ、町内下野上の
町役場庁舎に残されていたものを昨夏、持ち帰り
ました。当時の町中心地を全景的に眺めることが
できる、貴重な一枚です。
　平成の現代に至るまで35年余り。変化した場所、
変化していない場所、両方あるようです。２枚が
撮影される間、未曽有の災害が町を襲い、今も帰
還は叶いません。復興の年、新しい元号となりま
す。35年後の上空からはどんな景色が見えるの
でしょうか。

貴重な昭和の一枚
ー 表紙の写真 ー 

復興施策への意見を述べた懇談会

　町商工会は12月７日、会津若松市で理事会を
開き、次の２点をはじめ運営方針を決めました。

・大川原連絡事務所は４月から週５日の３人体制
・会津若松出張所は今年度で閉鎖

　大川原連絡事務所は現在、職員２人が週２日常
駐していますが、来春の町役場新庁舎の開所や避
難指示解除を控え、業務を拡充して町内で事業再
開を目指す事業者を支援します。いわき出張所の
本所機能は維持します。
　町長を囲む懇談会も開かれ、町復興の方向性に
ついて渡辺利綱町長に、商工会としての意見を寄
せました。

　大川原の業務拡充
商工会、週５日体制に まちの話題

ふるさと大熊町のこと

町民の皆さんのこと

いろんな出来事を

取材しました。

TOWN TOPICS

施政の現況を説明した町政懇談会

　11月13日から29日まで、県内外９会場で町
政懇談会を開きました。全会場合わせて224人
の町民が参加され、様々なご意見・ご質問を聞
かせていただきました。
　懇談会で配布した資料は、
町公式ホームページに掲載し
ました。また、町の説明部
分はユーチューブの町公式
チャンネルに動画を投稿し
ましたので、ご覧ください。
　各会場の質疑応答の内容
は冊子にまとめ、後日郵送
します。

町政懇談会に224人
町HPでご確認ください

授業をする石川さん

　アスリートが「夢先生」として授業をする「ス
ポーツ笑顔の教室」が11月26日、大熊中で開か
れました。夢先生を務めたのは、元サッカー日本
代表の石川直宏さん。生徒と一緒に体を動かす
ゲームを楽しんだ後、トークの時間で夢を実現す
るためにやってきたことや、けがからの復帰など
の経験を語り、「自分らしく積み重ねることが一
番大事」と熱いメッセージを送りました。

　中学生に熱いメッセージ
スポーツ笑顔の教室

ありがとうございます
　12月７日、日本
宇宙フォーラム参
与の寺門邦次さま
から義援金をいた
だきました。寺門
さんは毎年、町役
場を訪れてくださ
り、今回は宇宙飛行士・山崎直子さんからの義援金
も届けてくださいました。また、自身が作成したカ
レンダーも寄贈してくださいました。

　富山県黒部市の画家・稲沢
広明さまが11月29日、町役
場会津若松出張所を訪れ、自
身の風景画を使った壁掛けカ
レンダー200冊と卓上カレン
ダーなどを寄贈してください
ました。前年に続いて贈って
くださいました。

QRコード

詳細はHP
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復興施策への意見を述べた懇談会

　町商工会は12月７日、会津若松市で理事会を
開き、次の２点をはじめ運営方針を決めました。

・大川原連絡事務所は４月から週５日の３人体制
・会津若松出張所は今年度で閉鎖

　大川原連絡事務所は現在、職員２人が週２日常
駐していますが、来春の町役場新庁舎の開所や避
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まちの話題

ふるさと大熊町のこと

町民の皆さんのこと

いろんな出来事を

取材しました。

TOWN TOPICS

施政の現況を説明した町政懇談会

　11月13日から29日まで、県内外９会場で町
政懇談会を開きました。全会場合わせて224人
の町民が参加され、様々なご意見・ご質問を聞
かせていただきました。
　懇談会で配布した資料は、
町公式ホームページに掲載し
ました。また、町の説明部
分はユーチューブの町公式
チャンネルに動画を投稿し
ましたので、ご覧ください。
　各会場の質疑応答の内容
は冊子にまとめ、後日郵送
します。

町政懇談会に224人
町HPでご確認ください

授業をする石川さん

　アスリートが「夢先生」として授業をする「ス
ポーツ笑顔の教室」が11月26日、大熊中で開か
れました。夢先生を務めたのは、元サッカー日本
代表の石川直宏さん。生徒と一緒に体を動かす
ゲームを楽しんだ後、トークの時間で夢を実現す
るためにやってきたことや、けがからの復帰など
の経験を語り、「自分らしく積み重ねることが一
番大事」と熱いメッセージを送りました。

　中学生に熱いメッセージ
スポーツ笑顔の教室

ありがとうございます
　12月７日、日本
宇宙フォーラム参
与の寺門邦次さま
から義援金をいた
だきました。寺門
さんは毎年、町役
場を訪れてくださ
り、今回は宇宙飛行士・山崎直子さんからの義援金
も届けてくださいました。また、自身が作成したカ
レンダーも寄贈してくださいました。

　富山県黒部市の画家・稲沢
広明さまが11月29日、町役
場会津若松出張所を訪れ、自
身の風景画を使った壁掛けカ
レンダー200冊と卓上カレン
ダーなどを寄贈してください
ました。前年に続いて贈って
くださいました。
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お知らせ information

町内に自家用車が残っている方へ
　環境省からのお知らせです。除染実施区域（中屋敷、大
川原）および特定復興再生拠点区域内の自宅や公共施設等
の駐車場に残されている自家用車等の回収の意向確認を
行っています。回収を希望される方はお申し込みください。
■回収の対象となるもの
　普通車、軽自動車、バイク、農機等
■お申し込み先
　大熊町片付けごみサポートセンター
☎ 0120-50-8832
問福島地方環境事務所　浜通り南支所（廃棄物担当）
☎ 0240-25-8993

被災家屋の損壊調査
　り災証明書の発行を希望される方は、家屋を取り壊す前
に必ず被災家屋の損壊調査（家屋調査）が必要です。取り
壊した後では調査ができなくなります。まだ申し込みされ
ていない方はご連絡ください。
問大熊町役場いわき出張所　税務課

除染と中間貯蔵施設の全般に関するお問い合わせ
　除染と中間貯蔵施設に関する、環境省の総合窓口です。
問除染と中間貯蔵施設に関するお問い合わせ窓口
☎ 0120-027-582
　（日祝日を除く午前９時 30 分～午後６時15分）

片付けごみの回収
・ごみステーション回収
　大熊町全域のごみステーションに出された片付けごみを
回収しています。
・個別回収
　除染実施区域（中屋敷、大川原）および特定復興再生拠
点区域内に住居がある方については、粗大ごみ等の個別回
収や東京電力による片付けサポート等も実施しています。
片付けのためのフレコンバッグが必要な際は、お申し込み
ください。
■お申し込み先
　大熊町片付けごみサポートセンター☎ 0120-50-8832
問　福島地方環境事務所 浜通り南支所（廃棄物担当）
☎ 0240-25-8993
問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

被災家屋の解体申請受付窓口
　環境省では、除染実施区域（中屋敷、大川原）および特
定復興再生拠点区域内の被災家屋等の解体申請を受け付け
ています。解体を希望する際は、必要書類等の確認のため、
事前に次の窓口までお問い合わせください。
場大熊町役場いわき出張所　 駐車場スペース内
時平日午前８時30分～午後５時15分
問高島テクノロジーセンター （環境省業務受注業者） 
☎ 0120-700-908

■各種お問い合わせ先のご案内

■環境省の各種業務
　年末年始の休止期間

　環境省は年末年始の期間中、業務
を休止します。

■除染・廃棄物関係
・除染・解体
　12月28日（金）～１月３日（木）
・仮置場撤去
　12月28日（金）～１月６日（日）
・片付けごみ
　12月28日（金）～１月６日（日）
・減容化施設
　12月29日（土）～１月６日（日）
■中間貯蔵施設関係
・輸送
　12月28日（金）～１月６日（日）
※現場巡回の車両は、この期間中も
　通行します
問大熊町役場いわき出張所
　復興事業課

■福島県県外避難者への相談・交流・説明会事業

■秋田県（相談・交流会）
時２月９日（土）
　午前 10 時～午後４時
場秋田県ゆとり生活創造センター
　「遊学舎」（秋田県秋田市上北手
　荒巻字堺切 24-2）
内福島県の情報提供、避難者交
　流会
費無料
申電話で
問　NPO 法人あきたパートナー
　シップ
☎ 018-829-2140

■北海道（相談・交流会）
時２月９日（土）
　午後１時～３時 45 分
場北海道立道民活動センター「か
　でる2.7」10階1030号室（北海道
　札幌市中央区北２条西７丁目）
内福島県の情報提供、個別相談、
　避難者交流会
費無料
申電話で
問　NPO 法人北海道NPOサポート
　センター
☎ 011-200-0973

最低賃金の種類 最低賃金額
（時間額）

福島県最低賃金 772 円

■チェックしましょう！福島県最低賃金

問福島労働局賃金室
　または最寄りの労働基準監督署
☎ 024-536-4604

問問い合わせ　　申申し込み　　☎電話　　FAXファクス　　webウェブサイト

お知らせinformation

　庁舎棟では「おおくまホール」の鉄骨が
組み上がりつつあります。正面玄関に当た
る部分が姿を現し、庁舎棟の外形がほぼ分
かるようになりました。内部では空調機な
どの電気設備の設置工事や配線工事を行っ
ています。また、庁舎棟と防災棟と結ぶ渡
り廊下の工事も始まりました。
　防災棟は塗装を残して外装工事をほぼ終
え、足場の解体を行っています。

➒ホールをつくっています

大熊町役場  

新庁舎
だより

問大熊町役場会津若松出張所
　総務課　管財係

大熊町第二次復興計画改訂

＜アンケート＞ ＜改訂概要案＞

アンケートにご協力ください

今月お届けします

21日までに
ご回答いただければ幸いです

　町では第二次復興計画の改訂に
向け、アンケート調査を実施しま
す。復興計画の改訂概要案へのご
意見や、町民の皆さんの現時点で
の帰還意思などを聞かせていただ
き、今後の計画とりまとめの参考
とするために実施するものです。
　１月上旬に調査票を発送しま
す。調査結果はまとまり次第公表
し、計画改訂やまちづくり施策を
進める上での基礎資料とさせてい
ただきます。
　お手数をおかけしますが、皆さ
んのご協力をお願いします。

■調査実施主体
　大熊町
■調査の方法
　郵送による配布・回収（記名式
で実施）
■回答をお願いする方
　震災時に住民登録をしていた世
帯（分散して避難されている場合
は、それぞれの避難先にお送りし
ますので、避難先の代表者がご回
答ください）
■提出期限
　１月21日（月）まで
問大熊町役場会津若松出張所
　企画調整課

歩み出そう、
それぞれの一歩

大熊町第二次復興計画改訂（概要版）（案）

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4
H30 H31

庁舎棟

防災棟

その他

着
工

開
庁

竣
工

基礎躯体工事
など

基礎躯体
工事など

鉄骨建方 屋根工事
外装工事

内装工事
設備工事

地上躯体
工事など 外装工事

内装工事
設備工事

渡り廊下工事
付属棟工事 外構工事

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4
H30 H31

庁舎棟

防災棟

その他

着
工

開
庁

竣
工

基礎躯体工事
など

基礎躯体
工事など

鉄骨建方 屋根工事
外装工事

内装工事
設備工事

地上躯体
工事など 外装工事

内装工事
設備工事

渡り廊下工事
付属棟工事 外構工事

外装工事

外装工事

内装工事

内装工事

設備工事

設備工事

渡り廊下工事
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お知らせ information

町内に自家用車が残っている方へ
　環境省からのお知らせです。除染実施区域（中屋敷、大
川原）および特定復興再生拠点区域内の自宅や公共施設等
の駐車場に残されている自家用車等の回収の意向確認を
行っています。回収を希望される方はお申し込みください。
■回収の対象となるもの
　普通車、軽自動車、バイク、農機等
■お申し込み先
　大熊町片付けごみサポートセンター
☎ 0120-50-8832
問福島地方環境事務所　浜通り南支所（廃棄物担当）
☎ 0240-25-8993

被災家屋の損壊調査
　り災証明書の発行を希望される方は、家屋を取り壊す前
に必ず被災家屋の損壊調査（家屋調査）が必要です。取り
壊した後では調査ができなくなります。まだ申し込みされ
ていない方はご連絡ください。
問大熊町役場いわき出張所　税務課

除染と中間貯蔵施設の全般に関するお問い合わせ
　除染と中間貯蔵施設に関する、環境省の総合窓口です。
問除染と中間貯蔵施設に関するお問い合わせ窓口
☎ 0120-027-582
　（日祝日を除く午前９時 30 分～午後６時15分）

片付けごみの回収
・ごみステーション回収
　大熊町全域のごみステーションに出された片付けごみを
回収しています。
・個別回収
　除染実施区域（中屋敷、大川原）および特定復興再生拠
点区域内に住居がある方については、粗大ごみ等の個別回
収や東京電力による片付けサポート等も実施しています。
片付けのためのフレコンバッグが必要な際は、お申し込み
ください。
■お申し込み先
　大熊町片付けごみサポートセンター☎ 0120-50-8832
問　福島地方環境事務所 浜通り南支所（廃棄物担当）
☎ 0240-25-8993
問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

被災家屋の解体申請受付窓口
　環境省では、除染実施区域（中屋敷、大川原）および特
定復興再生拠点区域内の被災家屋等の解体申請を受け付け
ています。解体を希望する際は、必要書類等の確認のため、
事前に次の窓口までお問い合わせください。
場大熊町役場いわき出張所　 駐車場スペース内
時平日午前８時30分～午後５時15分
問高島テクノロジーセンター （環境省業務受注業者） 
☎ 0120-700-908

■各種お問い合わせ先のご案内

■環境省の各種業務
　年末年始の休止期間

　環境省は年末年始の期間中、業務
を休止します。

■除染・廃棄物関係
・除染・解体
　12月28日（金）～１月３日（木）
・仮置場撤去
　12月28日（金）～１月６日（日）
・片付けごみ
　12月28日（金）～１月６日（日）
・減容化施設
　12月29日（土）～１月６日（日）
■中間貯蔵施設関係
・輸送
　12月28日（金）～１月６日（日）
※現場巡回の車両は、この期間中も
　通行します
問大熊町役場いわき出張所
　復興事業課

■福島県県外避難者への相談・交流・説明会事業

■秋田県（相談・交流会）
時２月９日（土）
　午前 10 時～午後４時
場秋田県ゆとり生活創造センター
　「遊学舎」（秋田県秋田市上北手
　荒巻字堺切 24-2）
内福島県の情報提供、避難者交
　流会
費無料
申電話で
問　NPO 法人あきたパートナー
　シップ
☎ 018-829-2140

■北海道（相談・交流会）
時２月９日（土）
　午後１時～３時 45 分
場北海道立道民活動センター「か
　でる2.7」10階1030号室（北海道
　札幌市中央区北２条西７丁目）
内福島県の情報提供、個別相談、
　避難者交流会
費無料
申電話で
問　NPO 法人北海道NPOサポート
　センター
☎ 011-200-0973

最低賃金の種類 最低賃金額
（時間額）

福島県最低賃金 772 円

■チェックしましょう！福島県最低賃金

問福島労働局賃金室
　または最寄りの労働基準監督署
☎ 024-536-4604
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お知らせ information

■ 平成30年の確定申告

■ 障害者控除対象者認定書を交付します

問相馬税務署  ☎ 0244-36-3111WEB国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp

★ e-Tax、より便利に★
　申告会場に行かなくても自宅などから
パソコンで申告できる e-Tax（電子申告）
の利用手続きが１月から、より便利にな
ります。方式は①マイナンバーカード方
式② I D・パスワード方式の二通りです。
　詳しくは国税庁ホームページへ
　http://www.nta.go.jp

■マイナンバーの記載が必要です
　2018 年分の所得税等の確定申告書を税務署に提出す
る際は、マイナンバーの記載と本人確認書類（番号と身
元の確認できるもの）の提示または写しを添付していた
だく必要があります。

＜本人確認書類とは＞
・マイナンバーカード（番号確認と身元確認）
・通知カード（番号確認）＋運転免許証、健康保険の被
保険者証など（身元確認）
※ 1. 申告書作成会場へは、本人確認書類をご持参くだ
　さい
※ 2. 確定申告書を郵送する場合は、本人確認書類の写
　しを添付してください

■ 2018 年分所得税等の確定申告書作成会場
場相馬市振興ビル（相馬市中村字塚ノ町 65-16）
時２月 18 日（月）～３月 15 日（金）
　午前９時～午後４時（土日を除く）
※期間中、相馬税務署内で用紙は交付しますが、申告書
　の作成相談は受けられません。期間内に申告書作成会
　場にお越しください

■「確定申告のお知らせ」をご持参ください
　前年、各市町村や税務署の申告相談会場で確定申告書
を提出された方には、確定申告書等の用紙（確定申告書、
収支内訳書など）が送付されません。代わりに予定納税
額等の申告に必要な情報が記載された「確定申告のお知
らせ」が送付されますので、申告相談会場には、必要書
類とともに「確定申告のお知らせ」もご持参ください。

　身体障害者手帳や療養手帳等の交
付を受けていない方でも、次の要件
に該当する方は確定申告の際に「障
害者控除対象者認定書」を提出する
ことで、税の控除を受けることがで
きます。
※税申告用の書類のため、身体障害
　者の認定とは異なります
■対象者
　65歳以上で、要介護認定を受け
ている方
※基準日は2018年12月31日時点（年
　の途中に死亡した場合はその日）

■認定区分
（障害者控除対象）
　要介護１～３
（特別障害者控除対象）
　要介護３～５
※要介護３の方は、主治医意見書に
　記載される日常生活自立度によっ
　て認定の度合いが変わります
■控除額
（障害者）
　所得税27万円、住民税26万円
（特別障害者）
　所得税40万円、住民税30万円

■申請方法
　町役場いわき出張所健康介護課ま
たは会津若松出張所福祉課で申請で
きます。遠方の方や電話等でお問い
合わせいただいた方には申請書を送
付します。郵送の場合は必要事項を
記入のうえ、健康介護課へ提出して
ください。
※申請書は、町公式ホームページか
　らダウンロードできます

問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課　介護保険係

■ 譲渡所得を申告する方へ

　譲渡所得の申告をする方は、必要書類をあらかじめご確認の
上、お持ちください。一般的な譲渡の場合の必要書類は右ペー
ジ表のとおりですが、１回の来場では申告が完了しない場合も
ありますので、最寄りの税務署等での申告もご検討ください。
※受ける特例によっては、表以外の書類が必要な場合がありま
　すので、あらかじめ税務署等にご確認ください

問大熊町役場いわき出張所　税務課

問問い合わせ　　申申し込み　　☎電話　　FAXファクス　　webウェブサイト

お知らせinformation

■ 所得申告相談会を開催します
問大熊町役場いわき出張所　税務課

　町では 2018 年度の所得申告相談会を開催します。
2016 年分以降の確定申告書を提出する際には、個人
番号（マイナンバー）を記載し、本人確認書類の写し
を税務署に提出する必要がありますので、次の書類を
忘れずにご持参ください。
・個人番号カード（マイナンバーカード）
・（個人番号カードをお持ちでない場合）番号確認書

　類と身元確認書類各１点
※番号確認書類とは通知カード、住民票の写しなど。
　身元確認書類とは運転免許証、保険証、パスポート、
　身体障害者手帳、在留カードなど
＜青色申告、相続税・贈与税の申告をされる方＞
　町の申告会場では手続きできませんので、最寄りの
税務署等で手続きをしてください。

開催日 会場 受付行政区 受付時間
２月 14 日（木）

＜いわき市＞
大熊町役場いわき出張所
２階多目的ホール

中屋敷、野上１～２、町、熊川 午前９時～午後３時
（土曜の受付は午前 11
時まで）
午前８時開場

15 日（金） 下野上１～２

16 日（土） 中屋敷、野上１～２、下野上１～３、大川原１～２、熊川、
野馬形、夫沢１～３

19 日（火）
＜いわき市＞

イオンモールいわき小名浜
４階イオンホール

中屋敷、野上１～２、大野１～２、大川原１～２、熊川
午前 10 時 15 分～

午後４時 15 分
午前 10 時開場

20 日（水） 下野上１～３、野馬形
21 日（木） 熊３、町、小入野、大和久
22 日（金） 熊１～２、夫沢１～３

26 日（火） ＜郡山市＞
ビッグパレットふくしま
４階プレゼンテーション
ルーム

中屋敷、野上１～２、大野１～２、大川原１～２、熊川
午前９時～午後３時
午前８時 30 分開場

27 日（水） 下野上１～３区・野馬形
28 日（木） 熊３区・町・小入野・大和久

３月１日（金） 熊１～２区・夫沢１～３区

５日（火） ＜会津若松市＞
福島県ハイテクプラザ
会津若松技術支援センター
多目的ホール

中屋敷、野上１～２、下野上３、大川原１～２、町、
小入野、大和久 午前９時～午後３時

午前８時 30 分開場６日（水） 熊１～３、熊川、野馬形
７日（木） 下野上１～２、大野１～２、夫沢１～３

９日（土）
＜いわき市＞

大熊町役場いわき出張所
２階多目的ホール

熊１～３、町、大野１～２、小入野、大和久 午前９時～午前 11 時
午前８時開場

11 日（月）
＜いわき市＞

大熊町役場いわき出張所
２階多目的ホール

熊１～２

午前９時～午後３時
午前８時開場

12 日（火） 下野上３、熊３
13 日（水） 大野１～２、野馬形
14 日（木） 大川原１～２、夫沢１～３
15 日（金） 小入野、大和久

・行政区ごとに受付日を割り当てていますので、なるべく該当する日にお越しいただきますようご協力ください
・開場時間前に到着されても、開場時間後に受付簿にお名前をご記入の上、受付時間までお待ちいただきます（時間まで入れない会場もあります）
・前の順番の人が終わり次第、受付簿の順にお名前をお呼びします。お呼びした際に不在の場合は次の順番の方をお呼びします。職員がお呼びす
　るまでお待ちください

必要書類 必要書類の例

譲渡価額（資産を譲渡して受け取った金額）がわかる書類 売却時の契約書等
取得費（譲渡した資産を取得した時の価格）がわかる書類
※取得した際の仲介手数料や登記費用も含まれます
※相続等により取得費が不明な場合は必要ありません

売却した資産を購入した時の契約書や、領収書等

譲渡費用（仲介手数料や登記費用など）がわかる書類 領収書等

収用（国や地方公共団体による買い取り）の場合は、以下の書類もご用意ください

支払額の内訳がわかる書類 収用証明書等一式
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お知らせ information

■ 平成30年の確定申告

■ 障害者控除対象者認定書を交付します

問相馬税務署  ☎ 0244-36-3111WEB国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp

★ e-Tax、より便利に★
　申告会場に行かなくても自宅などから
パソコンで申告できる e-Tax（電子申告）
の利用手続きが１月から、より便利にな
ります。方式は①マイナンバーカード方
式② I D・パスワード方式の二通りです。
　詳しくは国税庁ホームページへ
　http://www.nta.go.jp

■マイナンバーの記載が必要です
　2018 年分の所得税等の確定申告書を税務署に提出す
る際は、マイナンバーの記載と本人確認書類（番号と身
元の確認できるもの）の提示または写しを添付していた
だく必要があります。

＜本人確認書類とは＞
・マイナンバーカード（番号確認と身元確認）
・通知カード（番号確認）＋運転免許証、健康保険の被
保険者証など（身元確認）
※ 1. 申告書作成会場へは、本人確認書類をご持参くだ
　さい
※ 2. 確定申告書を郵送する場合は、本人確認書類の写
　しを添付してください

■ 2018 年分所得税等の確定申告書作成会場
場相馬市振興ビル（相馬市中村字塚ノ町 65-16）
時２月 18 日（月）～３月 15 日（金）
　午前９時～午後４時（土日を除く）
※期間中、相馬税務署内で用紙は交付しますが、申告書
　の作成相談は受けられません。期間内に申告書作成会
　場にお越しください

■「確定申告のお知らせ」をご持参ください
　前年、各市町村や税務署の申告相談会場で確定申告書
を提出された方には、確定申告書等の用紙（確定申告書、
収支内訳書など）が送付されません。代わりに予定納税
額等の申告に必要な情報が記載された「確定申告のお知
らせ」が送付されますので、申告相談会場には、必要書
類とともに「確定申告のお知らせ」もご持参ください。

　身体障害者手帳や療養手帳等の交
付を受けていない方でも、次の要件
に該当する方は確定申告の際に「障
害者控除対象者認定書」を提出する
ことで、税の控除を受けることがで
きます。
※税申告用の書類のため、身体障害
　者の認定とは異なります
■対象者
　65歳以上で、要介護認定を受け
ている方
※基準日は2018年12月31日時点（年
　の途中に死亡した場合はその日）

■認定区分
（障害者控除対象）
　要介護１～３
（特別障害者控除対象）
　要介護３～５
※要介護３の方は、主治医意見書に
　記載される日常生活自立度によっ
　て認定の度合いが変わります
■控除額
（障害者）
　所得税27万円、住民税26万円
（特別障害者）
　所得税40万円、住民税30万円

■申請方法
　町役場いわき出張所健康介護課ま
たは会津若松出張所福祉課で申請で
きます。遠方の方や電話等でお問い
合わせいただいた方には申請書を送
付します。郵送の場合は必要事項を
記入のうえ、健康介護課へ提出して
ください。
※申請書は、町公式ホームページか
　らダウンロードできます

問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課　介護保険係

■ 譲渡所得を申告する方へ

　譲渡所得の申告をする方は、必要書類をあらかじめご確認の
上、お持ちください。一般的な譲渡の場合の必要書類は右ペー
ジ表のとおりですが、１回の来場では申告が完了しない場合も
ありますので、最寄りの税務署等での申告もご検討ください。
※受ける特例によっては、表以外の書類が必要な場合がありま
　すので、あらかじめ税務署等にご確認ください

問大熊町役場いわき出張所　税務課
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問問い合わせ　　申申し込み　　☎電話　　FAXファクス　　webウェブサイト

お知らせinformation

　小児のインフルエンザ接種期間は１月 31 日ま
でです。
　接種を希望する方は期間内に接種してくださ
い。期間を過ぎると自費になりますのでご注意く
ださい。
　小児インフルエンザは予防接種費用を一度自己
負担していただき、助成申請書により全額助成し

ます。助成申請書の提出期限は２月 28 日です。

■申請方法
　申請書、領収書原本、母子手帳または予診票の
写しを健康介護課へ提出してください

問大熊町役場いわき出張所　健康介護課

■ 小児のインフルエンザ予防接種はお早めに

■ 犬の飼い主の皆さまへ

■飼い犬の登録変更はお済みです
　か？
　犬は現在の居住地に登録すること
が法律で定められています。
　町に登録したままの飼い主の方
は、現在住んでいる市区町村で居住
地の変更手続きを行ってください。

■なぜ変更しなければならないの？
　飼い犬が誤って逃げてしまった場
合、登録がない犬は犬種、色、性別
などの情報がないため、住んでいる
市区町村で捜索してもらえません。
（鑑札を首輪につけてあれば登録先
の市区町村へ連絡が来ますが、登録
先変更の手続きが必要です）
　飼い主が見つからない犬は、新た
な飼い主を探します。それでも見つ
からない場合は、犬の状態を判断し、
殺処分することもあるそうです。

■飼い犬が亡くなったら？
　飼い犬が亡くなった場合、死亡届
を町に提出する必要があります。
　その際、鑑札と注射済票を持参も
しくは郵送してください。
※避難に伴い、犬の所在が不明な場
　合は逸失届を提出してください

■新しく犬を飼ったら？
　現在住んでいる市区町村で登録手
続きを行ってください。
　その際、登録料が別途必要になり
ます。詳細は各市区町村へご確認く
ださい。

■狂犬病予防注射を受けたら？
　お住まいの市区町村へ狂犬病予防
注射証明書を提出してください。町
に登録がある場合は、併せて登録先
の変更手続きを行ってください。

問大熊町役場いわき出張所
　環境対策課　生活環境係

■東北一斉Ｂ型肝炎訴訟
　無料電話相談会

　Ｂ型肝炎訴訟とは、幼少時の集団
予防接種でＢ型肝炎に感染したと認
められる患者に対し、病態に応じて
50万円～ 3,600万円の給付金等が支
払われる制度です。ただし、国を相

手に訴訟をして証拠に基づき救済要
件に該当することを確認した上で国
と和解等をする必要があります。

時１月21日（月）
　午前10時～午後 7時
内Ｂ型肝炎被害対策東北弁護団の
　弁護士による無料相談（通話料別）

対Ｂ型肝炎患者またはそのご家族
　（患者死亡の場合、その相続人）
■電話相談の番号
☎ 022-721-1091、022-721-1092

問Ｂ型肝炎訴訟東北弁護団事務局
　（小野寺友宏法律事務所）
☎ 0120-76-0152

　皆さまの動物愛護へのご
理解のおかげで、変更届の
件数が増えています。飼い
犬の適正な飼育と管理にご
協力いただき、ありがとう
ございます。

★ ★

★ ★

お知らせ information

　福島県と福島県立医科大学では、
県民の健康を見守り、将来にわたる
健康増進につなげていくため、健康
診査を行っています。
　健康診査のうち16歳以上の方を
対象とした県内の健診を１月から３
月にかけて実施中です。対象の方に
は、受診のご案内を昨年12月に発
送しました。
　ご自身の健康状態を把握する機会
ですので、ぜひ受診していただくよ
う、お願いします。
　費用は無料です。

■対象者
　2011年時に指定の避難区域等の
市町村（※）の住民のうち、2018
年度に16歳以上で県内在住の方。
・町の健診で一般健診を受診された
　方は対象外です
・県外にお住まいの方には、県外健
　診のご案内を７月に送りました。
　帰省等の機会に県内で受診を希望
　される場合は、お問い合わせくだ
　さい
（※）指定の避難区域等の市町村は、
　大熊町、田村市、南相馬市、川俣
　町、広野町、楢葉町、富岡町、川

　内村、双葉町、浪江町、葛尾村、
　飯舘村及び伊達市の一部（特定避
　難勧奨地点関係地区）
■検査方法
　県内実施医療機関での個別健診、
もしくは県内の公共施設での集団健
診のいずれかを選択して受診できま
す。

問福島県立医科大学
　放射線医学県民健康管理センター
☎ 024-549-5130
　（土日祝日、年末年始を除く午前
　９時～午後５時）

　福島県は県内３方部に常駐してい
るホールボディ・カウンター搭載車
両で、内部被ばく検査を希望する方
がいつでも検査を受けられる体制を
整えています。このたび、いわき方
部３か所を追加しました。検査費用
は無料です。

■検査対象者
　次のいずれかに該当し、検査を希
望する方。ただし、法令等により事
業者に原子力発電所作業員や除染等
作業員の内部被ばく検査を義務付け
られる場合は、他に受検機会が確保
されるため、除外されます。
・検査実施前日の時点で県内の市町
　村に住民票がある方または県内の
　事業所もしくは学校等に勤務・通
　学している方
・2011 年３月 12 日時点で県内の市
　町村に住民票があった方もしくは
　居住していた方、またはそれらの
　方から 2012 年４月１日までに出
　生した方
・2011 年３月 12 日時点で県外に住
　民票があった方のうち、県民健康
　調査の対象とされた方

■受検上の注意
　検査車両への乗降には段差があ
り、また機器の都合上、検査時に２
分間程度自立します。
　おおむね１～４歳未満のお子さん
は 90cm高のいすを使用します。

■検査予約先
　福島県県民健康調査課　ホールボ
ディ・カウンター受付専用ダイヤル
・県北・いわき会場
☎ 090-7901-1306
・会津・相双会場
☎ 080-5744-0334

■ 県民健康調査 ｢健康診査｣ のご案内

■ 内部被ばく検査のご案内
■検査場所と日程（●が開催日）

※検査時間は午前９時30分～午後３時30分。県北のみ４時30分まで。
　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正午から１時間は除く

方部 検査場所 検査日程（祝日・年末年始を除く）
日 月 火 水 木 金 土

県北 福島市保健福祉センター
（福島市森合町 10-1） ● ● ● ● ●

会津 会津若松市河東保健センター駐車場
（会津若松市河東町郡山字中子山 44） ● ●

第 3

相双

ふたば復興診療所（ふたばリカーレ）
駐車場（楢葉町北田字中満 289-1） ● ● ●

浪江町役場駐車場
（浪江町幾世橋字六反田 7-2） ● ●

いわき

いわき合同庁舎駐車場
（いわき市平字梅本 15） ● ● ●

第 2,4,5

大久公民館駐車場
（いわき市大久町大久日渡 77-1）

●
第 1

小名浜市民会館駐車場
（いわき市小名浜愛宕上 6-1）

●
第 3

※天候や機器点検等により検査が休みの場合があります

12
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お知らせ information

　福島県と福島県立医科大学では、
県民の健康を見守り、将来にわたる
健康増進につなげていくため、健康
診査を行っています。
　健康診査のうち16歳以上の方を
対象とした県内の健診を１月から３
月にかけて実施中です。対象の方に
は、受診のご案内を昨年12月に発
送しました。
　ご自身の健康状態を把握する機会
ですので、ぜひ受診していただくよ
う、お願いします。
　費用は無料です。

■対象者
　2011年時に指定の避難区域等の
市町村（※）の住民のうち、2018
年度に16歳以上で県内在住の方。
・町の健診で一般健診を受診された
　方は対象外です
・県外にお住まいの方には、県外健
　診のご案内を７月に送りました。
　帰省等の機会に県内で受診を希望
　される場合は、お問い合わせくだ
　さい
（※）指定の避難区域等の市町村は、
　大熊町、田村市、南相馬市、川俣
　町、広野町、楢葉町、富岡町、川

　内村、双葉町、浪江町、葛尾村、
　飯舘村及び伊達市の一部（特定避
　難勧奨地点関係地区）
■検査方法
　県内実施医療機関での個別健診、
もしくは県内の公共施設での集団健
診のいずれかを選択して受診できま
す。

問福島県立医科大学
　放射線医学県民健康管理センター
☎ 024-549-5130
　（土日祝日、年末年始を除く午前
　９時～午後５時）

　福島県は県内３方部に常駐してい
るホールボディ・カウンター搭載車
両で、内部被ばく検査を希望する方
がいつでも検査を受けられる体制を
整えています。このたび、いわき方
部３か所を追加しました。検査費用
は無料です。

■検査対象者
　次のいずれかに該当し、検査を希
望する方。ただし、法令等により事
業者に原子力発電所作業員や除染等
作業員の内部被ばく検査を義務付け
られる場合は、他に受検機会が確保
されるため、除外されます。
・検査実施前日の時点で県内の市町
　村に住民票がある方または県内の
　事業所もしくは学校等に勤務・通
　学している方
・2011 年３月 12 日時点で県内の市
　町村に住民票があった方もしくは
　居住していた方、またはそれらの
　方から 2012 年４月１日までに出
　生した方
・2011 年３月 12 日時点で県外に住
　民票があった方のうち、県民健康
　調査の対象とされた方

■受検上の注意
　検査車両への乗降には段差があ
り、また機器の都合上、検査時に２
分間程度自立します。
　おおむね１～４歳未満のお子さん
は 90cm高のいすを使用します。

■検査予約先
　福島県県民健康調査課　ホールボ
ディ・カウンター受付専用ダイヤル
・県北・いわき会場
☎ 090-7901-1306
・会津・相双会場
☎ 080-5744-0334

■ 県民健康調査 ｢健康診査｣ のご案内

■ 内部被ばく検査のご案内
■検査場所と日程（●が開催日）

※検査時間は午前９時30分～午後３時30分。県北のみ４時30分まで。
　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正午から１時間は除く

方部 検査場所 検査日程（祝日・年末年始を除く）
日 月 火 水 木 金 土

県北 福島市保健福祉センター
（福島市森合町 10-1） ● ● ● ● ●

会津 会津若松市河東保健センター駐車場
（会津若松市河東町郡山字中子山 44） ● ●

第 3

相双

ふたば復興診療所（ふたばリカーレ）
駐車場（楢葉町北田字中満 289-1） ● ● ●

浪江町役場駐車場
（浪江町幾世橋字六反田 7-2） ● ●

いわき

いわき合同庁舎駐車場
（いわき市平字梅本 15） ● ● ●

第 2,4,5

大久公民館駐車場
（いわき市大久町大久日渡 77-1）

●
第 1

小名浜市民会館駐車場
（いわき市小名浜愛宕上 6-1）

●
第 3

※天候や機器点検等により検査が休みの場合があります



お知らせ information

■中間貯蔵施設に係る
　弁護士無料相談会

　町では中間貯蔵施設の建設に伴い
町民の皆さまが抱える不安や諸問題
に対応するため、弁護士による相談
会を開催します。当該施設建設に伴
う権利関係等の疑問点について無料
で相談できます。

【会津若松市】
時　１月11日（金）
　午後２時～５時
場大熊町役場会津若松出張所
【いわき市】
時　１月16日（水）
　午後２時～５時
場大熊町役場いわき出張所
【郡山市】
時２月13日（水）
　午後２時～５時
場大熊町役場中通り連絡事務所

■相談できること
　中間貯蔵施設建設に伴う契約、地
　上権、相続等について
※法律相談であり、補償価格に関す
　る相談はできませんので、ご了承
　ください
■対象者
　大熊町内の中間貯蔵施設建設予定
地内に不動産（土地、建物）を所有
されている方
■相談料
　無料
■相談時間
　１回につき50分以内
　（各会場３組までの事前予約制）
■申し込み方法
　事前予約の先着順
■申し込み期限
　各会場、開催日の１週間前までに
お申し込みください

問大熊町役場会津若松出張所
　企画調整課

　大熊町
商店振興
協同組合
が発行し
た商品券（500円・200円）の払い
戻しは、期限を延長しました。お持
ちの方は払い戻しの手続きをしてく
ださい。なお、組合は今後、解散手
続きに入り、払い戻し窓口は商工会
いわき出張所のみとなります。
　一方、ポイントカードの払い戻し
は組合が解散することに伴い終了し
ました。

■払い戻し期限
　2027年10月まで
■払戻方法
・商工会いわき出張所に未使用商品
　券と受領印を持参し、現金で精算
　（平日午前８時30分～午後５時、

　年始は１月３日まで休み）
・商工会いわき出張所に未使用商品
　券を郵送し、振込で精算
　振込手数料は商工会が負担。「払戻
　し申請書」（商工会ホームページよ
　りダウンロードできます）または
　振込先（金融機関名、支店名、口
　座番号）と電話番号のメモを同封
　してください
■払戻額等
　商品券に表示の金額を払い戻しま
す。
※郵送料はお客さま負担、郵便事故
　に関する責任は負いかねます

問大熊町商工会いわき出張所（いわ
　き市好間町中好間字上川原36-1）
☎ 0246-85-5103
☎ 080-1662-1193
（担当・吉田、仲川）

　町では、平成31年度大熊町給付
型奨学生を募集します。返済不要で
す。ご希望の方は教育総務課までご
連絡ください。

■受付期間
　１月７日（月）～２月８日（金）
■対象者
　平成31年度に大学入学予定、大
学在学、大学院入学予定、大学院在
学の者。
※夜間も対象、通信制は対象外
■資格・基準
・生活の主体者が引き続き５年以上
　町に住所を有している
・町税等の滞納がなく、生計を同じ
　くする世帯全員の前年分の所得総
　額が 560 万円以下
・心身が健全で向学心に富み、かつ、
　成績平均が、総点の７割程度以上
　であることを証明する大熊町給付

　奨学生推薦調書を、在学する（し
　ていた）校長または理事長（学長）
　に発行してもらう
・選考委員会で面接および小論文試
　験を受け、成績優秀な者
■給付額
　毎月５万円 ( 私立大学医・歯・薬
学部は８万円 )、入学時に入学金と
して20万円。なお、夜間部は、入学金、
毎月額ともに２分の１。

問大熊町役場会津若松出張所
　教育総務課

■町給付型奨学生を募集　―返済不要―

■商品券の払い戻し期限を延長しました

問問い合わせ　　申申し込み　　☎電話　　FAXファクス　　webウェブサイト

お知らせinformation

　2019 年度に採用する臨時職員を登録制度により募
集します。あらかじめ希望する職種などの条件を登録
していただき、町で臨時職員が必要になったときに登
録者名簿の中から審査し、採用します。
※登録されても必ずしも採用されるとは限りません。
　ご了承ください

■登録職種
　①一般事務補助
　②学校図書館司書
　③小・中学校、幼稚園用務員
　④幼稚園教諭（要資格）
　⑤特別支援学級担任補助
　⑥介護事務（要資格）
　⑦保健衛生業務補助（要資格・年齢制限なし）
　⑧受付・電話交換業務
　⑨公用車運転手
　⑩文化財保護協力員
　⑪公益立入・通過交通事務補助

■勤務地
　（会津若松出張所に職員駐車場はありません）
・会津若松市
　①②③④⑤⑥⑦⑧
・いわき市
　①⑥⑦
・郡山市
　①⑥⑦
・大熊町
　①⑥⑦⑨⑩⑪
■受付期間
　１月４日（金）から２月 28 日（木）までの午前８
時 30 分から午後５時 15 分まで（土日祝日除く）
※期限を過ぎても随時受け付けます
■登録資格
・登録日現在 18 歳以上で高卒以上の方
・自力で通勤できる方（駐車場の確保は各自対応）

問大熊町役場会津若松出張所　総務課行政係

■大熊町職員採用候補者試験（社会人経験者）

■大熊町臨時職員登録者を募集します

試験職種 行政 土木

採用予定人員 若干名 若干名

受験資格

昭和 53 年４月２日から平成元
年４月１日までに生まれ、民間
企業等での職務経験が５年以上
ある者

昭和 53 年４月２日以降に生ま
れ、１級または２級土木施工管
理技士の資格を有し、民間企業
等での当該職務経験が２年以上
ある者

主な職務 一般行政事務 土木行政事務、一般行政事務
※いずれも要普通自動車免許
※職務経験期間および資格免許は受験申込時に有していることが必要です
※職務経験年数および資格免許の確認のため、最終合格決定後に資格免許証の写し
　および在職期間証明書等を提出していただきます

　町では2019年度の職員（社会人
経験者）採用候補者試験を行います。
　試験要項の詳細は町公式ホーム
ページでご確認ください。また、ご
不明な点はお問い合わせください。
問大熊町役場会津若松出張所
　総務課

■試験の方法
　小論文試験、口述試験
■試験期日と会場
時１月25日（金）
　午前10時～受付
場大熊町役場会津若松出張所
■合格発表
　2月中旬までに大熊町役場内の掲
示場に合格者 ( 受験番号 ) を掲示す
るほか、受験者に合否を通知します。
■勤務地
　大熊町役場新庁舎
　（大熊町大川原字南平）

■給与
　「職員の給与に関する条例」に基
づき、学歴、職歴等を勘案し給与を
決定します。このほか、扶養手当、
住居手当、通勤手当、超過勤務手当、
特殊勤務手当、期末・勤勉手当等が
それぞれの支給要件に応じて支給さ
れます。

■受付期間
　１月17日（木）まで（平日午前
　８時30分～午後５時15分）

■職種、受験資格など

QRコード

詳細はHP

QRコード

詳細はHP
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お知らせ information

■中間貯蔵施設に係る
　弁護士無料相談会

　町では中間貯蔵施設の建設に伴い
町民の皆さまが抱える不安や諸問題
に対応するため、弁護士による相談
会を開催します。当該施設建設に伴
う権利関係等の疑問点について無料
で相談できます。

【会津若松市】
時　１月11日（金）
　午後２時～５時
場大熊町役場会津若松出張所
【いわき市】
時　１月16日（水）
　午後２時～５時
場大熊町役場いわき出張所
【郡山市】
時２月13日（水）
　午後２時～５時
場大熊町役場中通り連絡事務所

■相談できること
　中間貯蔵施設建設に伴う契約、地
　上権、相続等について
※法律相談であり、補償価格に関す
　る相談はできませんので、ご了承
　ください
■対象者
　大熊町内の中間貯蔵施設建設予定
地内に不動産（土地、建物）を所有
されている方
■相談料
　無料
■相談時間
　１回につき50分以内
　（各会場３組までの事前予約制）
■申し込み方法
　事前予約の先着順
■申し込み期限
　各会場、開催日の１週間前までに
お申し込みください

問大熊町役場会津若松出張所
　企画調整課

　大熊町
商店振興
協同組合
が発行し
た商品券（500円・200円）の払い
戻しは、期限を延長しました。お持
ちの方は払い戻しの手続きをしてく
ださい。なお、組合は今後、解散手
続きに入り、払い戻し窓口は商工会
いわき出張所のみとなります。
　一方、ポイントカードの払い戻し
は組合が解散することに伴い終了し
ました。

■払い戻し期限
　2027年10月まで
■払戻方法
・商工会いわき出張所に未使用商品
　券と受領印を持参し、現金で精算
　（平日午前８時30分～午後５時、

　年始は１月３日まで休み）
・商工会いわき出張所に未使用商品
　券を郵送し、振込で精算
　振込手数料は商工会が負担。「払戻
　し申請書」（商工会ホームページよ
　りダウンロードできます）または
　振込先（金融機関名、支店名、口
　座番号）と電話番号のメモを同封
　してください
■払戻額等
　商品券に表示の金額を払い戻しま
す。
※郵送料はお客さま負担、郵便事故
　に関する責任は負いかねます

問大熊町商工会いわき出張所（いわ
　き市好間町中好間字上川原36-1）
☎ 0246-85-5103
☎ 080-1662-1193
（担当・吉田、仲川）

　町では、平成31年度大熊町給付
型奨学生を募集します。返済不要で
す。ご希望の方は教育総務課までご
連絡ください。

■受付期間
　１月７日（月）～２月８日（金）
■対象者
　平成31年度に大学入学予定、大
学在学、大学院入学予定、大学院在
学の者。
※夜間も対象、通信制は対象外
■資格・基準
・生活の主体者が引き続き５年以上
　町に住所を有している
・町税等の滞納がなく、生計を同じ
　くする世帯全員の前年分の所得総
　額が 560 万円以下
・心身が健全で向学心に富み、かつ、
　成績平均が、総点の７割程度以上
　であることを証明する大熊町給付

　奨学生推薦調書を、在学する（し
　ていた）校長または理事長（学長）
　に発行してもらう
・選考委員会で面接および小論文試
　験を受け、成績優秀な者
■給付額
　毎月５万円 ( 私立大学医・歯・薬
学部は８万円 )、入学時に入学金と
して20万円。なお、夜間部は、入学金、
毎月額ともに２分の１。

問大熊町役場会津若松出張所
　教育総務課

■町給付型奨学生を募集　―返済不要―

■商品券の払い戻し期限を延長しました
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問問い合わせ　　申申し込み　　☎電話　　FAXファクス　　webウェブサイト

お知らせinformation

■福島広域雇用促進支援
　協議会から

■事故由来廃棄物等特別教育講習
　（企業申込型・個人申込型）
内除染で出た除去土壌や汚染廃棄物
　等の処分業務、使用設備の構造・
　取扱方法
時１月23日（水）
　午前10時15分～午後６時15分
期企業：１月９日（水）まで
　個人：１月16日（水）まで
定　60人程度
費受講料、テキスト代、無料
場　LATOV ６階　いわき産業創造館

　企画展示ホール（いわき市平田町
　120）

■職場体験実習「大人のインターン
　シップ」（求職者向け）
内体験型の就職活動（県内440以上
　の登録事業所の中から興味のある
　お仕事を体験。体験先は職場体験
　実習登録事業所。体験期間は１～
　３日

■職場体験説明会
内求職者向けの職場体験実習の説明
　会（１人15分程度の個別対応）
時１月７日（月）

　午後１時30分～３時30分
場ハローワーク磐城（いわき市小名
　浜大原字六反田 65-3）
時１月９日（水）
　午後１時30分～３時 30 分
場ハローワーク平（いわき市平字
　堂根町 4-11）
費無料

≪共通事項≫
問福島広域雇用促進支援協議会広野
　窓口 （広野町役場産業振興課内）
☎ 0240-23-5586 
WEB「働きたいネット」で検索

　町では暴風、豪雨等の自然災害で死亡した町民の遺
族に災害弔慰金、精神または身体に著しい障害を受け
た町民に災害障害見舞金を支給しています。
　支給額は種類や生計の状況等により異なります。詳
しくは福祉課へお問い合わせください。
　なお、震災との因果関係の有無については、双葉郡
８町村で設置している双葉地方災害弔慰金支給審査委
員会の医師、弁護士等が審査し、必ずしも該当するも
のではありません。ご理解の上、申請してください。

■災害弔慰金の申請に必要なもの
・災害弔慰金支給調査票兼受領申出書（窓口にあり）

・震災後から死亡に至るまでの経緯について（窓口に
　あり）
・死亡診断書の写し
・その他、経過等が分かる資料があれば添付
■災害障害見舞金の申請に必要なもの
・災害障害見舞金支給調査票（窓口にあり）
・震災後から障害を負った経緯について（窓口にあり）
・診断書の写し
・その他経過等が分かる資料があれば添付（障害者手
帳等の写しも）

問大熊町役場会津若松出張所　福祉課　福祉係

　町では要介護高齢者等と生計を同一にし、在宅で介
護をしている介護者の労をねぎらい、高齢者福祉の増
進を図るため、介護慰労手当を支給しています。
　支給を受けるには事前に登録申請が必要です。また、
一度対象から外れ、再度対象となった場合も登録申請
が必要です。

■支給対象者
・町に６か月以上住所を有するおおむね65歳以上の
　在宅高齢者で、要介護４以上の要介護高齢者と生計
　を同一にしている介護者

・重度認知症高齢者は要介護３以上かつ認知度がⅢａ
　以上の要介護高齢者と生計を同一にし、在宅で介護
　している等の要件を満たす介護者
■支給額
　月額１万円（ただし、同一生計に要介護高齢者が２
人以上ある場合は、いずれか１人。併せて同じ要介護
高齢者に介護者が複数人ある場合は、いずれか１人）
■支給時期
　年２回（７月、１月）

問大熊町役場会津若松出張所　福祉課　福祉係

■災害弔慰金・災害障害見舞金を支給しています

■要介護高齢者介護慰労手当を支給しています

16



17 広報おおくま　2019（平成 31年）1月号時日時　　場会場　　内内容　　対対象者　　費参加費用　　持持ち物　　定募集定員　　期申し込み期間・期限

お知らせ information

　町は石田仁副町長（64）の任期満了に伴
う再任案を12月定例町議会に提案し、同
意されました。石田氏は町農業委員会事
務局長、環境対策課長を経て2015年１月、
副町長に就任しました。二期目の任期は１
月１日から2022年12月31日までです。

石田仁副町長から
　引き続き町復興の一助とな
れるよう、微力ながら、さら
に気を引き締めて努めさせて
いただきます。

■テクノアカデミー浜
　入学生を追加募集
 
　福島県立テクノアカデミー浜では
2019年４月入学生を追加募集する
ため、３次入学試験を行います。 

■追加募集科（募集人員）
・短期大学校
　計測制御工学科（10人）
・能力開発校
　機械技術科（５人）、建築科（９人）
※昨年11月27日現在の募集人員。２
　次試験の結果により変更になる場

　合があります
■募集日程
・出願期間
　１月７日（月）～１月11日（金）
・試験日
　１月18日（金）
・合格発表
　１月23日（水）
■試験内容
・筆記試験
　数学Ⅰ（短期大学校）、数学Ⅰまで
　の基礎（能力開発校）
・面接試験
■対象者　
　高卒者および卒業見込みの者

※離職している方や転職を職を目指
　したい方、職場に在籍しながら通
　学が認められている方が専門技術
　を身につけることを目的とします
■その他
・ 2019年度は減免措置により入学
　検定料、入学料、授業料すべて無料
※対象者は、東日本大震災時に学費
　負担者が被災地（福島・宮城・岩
　手県全域）に居住されていた方　

問福島県立テクノアカデミー浜
☎ 0244-26-1555（藤田、二瓶、橋本）
WEB　http://www.tc-hama.ac.jp/

石田仁副町長を再任

■ご確認ください「防災タウンページ」

　日ごろからの備えや災害時の行動のポイントを
盛り込んだ「防災タウンページ福島県版」がNTT
タウンページ（株）から発行されます。付録とし
て「公衆電話 +避難所マップ」も付いています
ので、災害発生時はもちろん、いざという時に備
えて確認しておきましょう。
　「防災タウンページ」は、「タウンページ」と一
緒に 1月上旬から 1月末にかけて全住戸・全事
業所に届けられます。
問タウンページセンタ
☎ 0120-506309（平日午前 9時～午後 5時）

防災タウンページ タウンページ 付録

■今年も火の用心を　ー消防署からー

火災と救急は119番 問浪江消防署　☎ 0240-34-7360
　 富岡消防署　☎ 0240-25-2119

年始から火の用心を心掛けましょう
　この季節は空気が乾燥し、火災が発生しやす
くなります。県内でも住宅火災で多数の死者が
発生しています。大切な命、財産を守るため、
日の取り扱いには十分注意してください。一人
一人の防火意識が地域の安全につながります。

　住宅用火災警報器を点検しましょう
　福島県の住宅用火災警報器の設置率は全国ワース
ト５位です。大切な命を火災から守るため住宅用火
災警報器を設置しましょう。設置については最寄り
の消防署までお問い合わせください。

　暖房器具に気を付けて！
　暖房器具を使用する際は次の注意が必要です。
①近くに燃えやすいものを置かない
②必ず人がいる時に使用する
③消し忘れに十分注意する



　従来、一時立ち入りできなかった年始期間中、試験的に住
民の皆さんの一時立ち入りを実施します。通常の一時立ち入
りと比べ制限される点がありますので、内容を十分にご確認
の上、お申し込みください。
＜注意事項＞
・当日受付は行いません。予約なしに来られた場合、立ち入
　りをご遠慮いただきます
・緊急時に連絡が取れるよう携帯電話、スマートフォンを必
　ず持参し、安全のため２人以上で立ち入ってください。連
　絡手段のない方は、予約をしていても立ち入りをご遠慮い
　ただきます

■実施日
　１月９日（水）～ 15 日（火）
■入域時間
　午前９時～午後３時（通常より１時間短縮します）
■開催スクリーニング場
　加倉、毛萱波倉スクリーニング場
■受入世帯数
　10 世帯／各スクリーニング場／日
■予約受付期間
　立ち入り日の４日前まで（例：１月 15 日立ち入りの場合は１
月 11 日まで）
　予約は一時立入受付コールセンター☎ 0120-220-788 へ
　（12月29日～１月３日は休止）
※立ち入り後、簡単なアンケートにご協力をお願いします

一時立ち入り受付
コールセンター

☎ 0120－220－788
（フリーダイヤル）

　一時立ち入りをする際には申し
込みが必要です。
　実施スケジュールをご確認の
上、コールセンターへお電話でお
申し込みください。
■申込受付時間
　平日………午前８時～午後８時
　土日祝日…午前８時～午後５時
・お盆お彼岸は立ち入りの安全確
　保等の観点から、基地ごとの受
　付上限世帯数を設けさせていた
　だきます
・資料の送付先を変更する場合、
　必ずコールセンターに変更内容
　をご連絡ください
・予約時は問い合わせ番号を伝え
　ていただくと、手続きがスムー
　ズに進みます。問い合わせ番号
　は各世帯固有の番号です
※立ち入り休止日にやむを得ぬ事
　情（命日による墓参の立ち入り
　等）により立ち入りを希望する
　場合は、事前（10日～２週間前
　まで）に環境対策課へご相談く
　ださい
※12月29日（土）～１月３日（木）
　までの年末年始は受付を休止し
　ます。12月25日（火）～ 28日
　（金）、１月４日（金）～８日（火）
　の申込受付時間は午前８時～午
　後５時です

一時立ち入りスケジュール

年始に一時立ち入りを試験実施します

バスでの立ち入り

※各月のバス立ち入り初日の
　１か月前までにお申し込み
　ください

年 平成31年
月 3月
日 15 16
曜日 金 土

毛萱・波倉　　　　　　　　　
スクリーニング場

大熊町 40
世帯

40
世帯

申し込み締切日 2月 14 日
（木）
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・高津戸（富岡町）、加倉（浪江町）の両スクリーニン
　グ場で受け付けます。当日午前９時から正午までの
　間にお越しください。なお、毛萱・波倉スクリーニ
　ング場では当日受付をしません
・スクリーニング場スタッフに当日受付を希望する旨
　と「問い合わせ番号」、世帯主の氏名をお伝えくだ
　さい
・事前に予約した方に比べ、受付に時間がかかる可能
　性があります

・立ち入り当日は次のものを忘れずにご持参ください。
①立入者名簿（３枚複写式。事前に立ち入る方全員の
　お名前、生年月日、連絡先をもれなくご記入ください）
※様式が変更になりました
②免許証など本人確認できるもの（立ち入る方全員分）
③世帯主からの委任状（世帯主のご家族を除く代理人
　による立ち入りの場合）
※中継基地で通行証、個人線量計、防護装備等をお渡
　しします。お帰りの際、中継基地で返却し、スクリー
　ニングを受けていただきます

マイカーでの立ち入り

1 2月 月
立ち入り
休止

マイカー
立ち入り

バス
立ち入り

２月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場

①津島活性化センター

②加倉

③高瀬

④中屋敷

⑤大川原

⑥高津戸

⑦毛萱・波倉

1 月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場

①津島活性化センター

②加倉
10
世
帯

10
世
帯

10
世
帯

10
世
帯

10
世
帯

10
世
帯

10
世
帯

③高瀬

④中屋敷

⑤大川原

⑥高津戸

⑦毛萱・波倉
10
世
帯

10
世
帯

10
世
帯

10
世
帯

10
世
帯

10
世
帯

10
世
帯

※気象状況により、やむを得ず中止することがあります

　実施スケジュールや最新の予約状
況は専用ホームページ（http://www.
ichijitachiiri.com）でご覧いただけます。

◆当日受付立ち入りの注意点
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問問い合わせ　　申申し込み　　☎電話　　FAXファクス　　webウェブサイト

ゲートキーパー研修会「うつ病の理解と対応」
　県主催の研修です。
内講演1「家庭や職場でできること」（堀有伸・堀メンタルクリニック院長）
　講演2「寄り添う聴き方、伝え方」（下田章子臨床心理士））
時　２月28日（木）午後１時30分～４時
場かしま交流センター（南相馬市鹿島区）期２月20日（水）まで
問県相双保健福祉事務所　保健福祉課　☎ 0244-26-1133

＜健康チェックは日頃から＞
　大熊町では無料で受けられる健（検）診がたくさんあります。若
いときから日ごろの健康チェックを心掛けましょう。
★ 20歳から受けられる健診
　一般健診（特定健診）、胃がん検診、大腸がん検診、歯周病検診、
子宮がん検診（骨粗しょう症検診含む）

♥ はじめよう、はたちの献血 ♥
　献血は、誰かの命を救うことができる身近なボランティアです。
いつでも安心して輸血が受けられるよう、皆さまのご協力をお願い
します。

問　大熊町役場　いわき出張所 健康介護課 保健衛生係・会津若松出張所 福祉課 健康介護係

　母子手帳をもらった県外の妊婦さんへ
町から送付するものがありますので、ご
連絡ください

大熊町保健センター 皆さんの健康や子育てに役立つ様々なイベントを開いています。ぜひご参加ください！

ほけんだより

子育てひろば
内自由遊び、身長体重測定、食事
　や育児の個別相談
時　１月８日（火）、24 日（木）
　午前９時30分～ 11時30分
※８日は手づくりおやつ
場大熊町役場いわき出張所２階
対未就学児と保護者（祖父母も可）
持飲み物、おむつ
申不要
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課　保健衛生係

こころの健康相談
　県主催の個別相談会です。
　【新地町】
時　１月11日（金）
　午後２時～４時
場新地町保健センター
問県相双保健福祉事務所
☎ 0244-26-1132
　【福島市】
時　１月10日（木）、24日（木）
※時間は申し込み時にご確認を
場県精神保健福祉センター
問県精神保健福祉センター
☎ 024-535-3556

精神保健福祉講座
　いわき市主催の講座です。
内知っておきたいアルコール問題
時　１月19日（土）
　午後１時～４時（受付０時30分）
場いわき市総合保健福祉センター
費無料
対関心のある方どなたでも
期１月11日（金）まで
問いわき市保健所地域保健課
☎ 0246-27-8557

■つくり方
①春菊は茹でて、3㎝ぐらいに切る。
②りんごは皮付きのまま、薄いいちょう切りにし、塩水にさらして水気を切る。
③豆腐は水気を切ってなめらかになるまで、よくすりつぶす。
④豆腐に白すりごまと調味料、ゆでた春菊、りんごを和える。

　冬が旬のりんごと春
菊でうまみも栄養価も
アップします。すりごま
をたっぷり使い調味料を
控えます。（塩分0.5 ｇ、
カリウム100ｍｇ）

春菊とりんごの白和え

管理栄養士のおススメ減塩レシピ

■材料（２人分）
春菊　　　…60ｇ
りんご　　…40ｇ
木綿豆腐　…30ｇ
白すりごま…大さじ１
砂糖　　　…小さじ 1/2
味噌　　　…小さじ 1/2
塩　　　　…少々

新成人の皆さまへ

問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　包括支援係
　大熊町役場会津若松出張所　福祉課　健康介護係

☎ 0120-26-5671
☎ 0120-26-3844

脳力アップ教室（いわき）
　認知症予防のため、頭と体を動かしながら脳を活性
化させます。初参加の方も大歓迎！正月太りを解消し
ましょう。
内シナプソロジー、ストレッチ、音楽に合わせた運動
時１月７日（月）、21 日（月）、29 日（火）
　午前10 時～正午
場小名浜公民館（７日、21日はホワイエ、29 日は視
　聴覚室）
対　60歳以上（３月末までに60 歳になる方含む）
定先着20人
持動きやすい服装、外履き、 飲み物
申電話で前日までに
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課包括支援係
　（花房・浜本）

いきいき教室（会津）
　気軽にお話ししながら楽しく体
を動かしましょう！
内健康維持・介護予防の軽い体操
持飲み物、タオル
申不要
問大熊町役場会津若松出張所
　福祉課　健康介護係（渡辺）

日　時 会　場

1月16 日（水）
午前10時～
11時30分

復興公営住宅
城北団地集会所

1月16 日（水）
午後１時30分～
午後３時

復興公営住宅
年貢町団地集会所

わくわく健康料理教室（いわき）　
　今年度は「手軽にできる旬の料理」をテーマに、い
わき市内７会場で行っています。料理を通して交流を
深めませんか？
内歯科衛生士による歯の話＆冬瓜とショウガで体ぽか
　ぽか料理
時１月31日（木）午前９時30分～午後１時　 
場錦公民館（いわき市錦町中迎一丁目 12-2）
費　300 円
対　60歳以上（３月末までに60歳になる方含む）
定　先着15人
持エプロン、三角巾、飲み物
期　１月７日（月）～18日（金）
申電話で
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課包括支援係
　（花房・浜本）

大熊町地域包括支援センター
10月の実績…相談34 件、対応185 件

60歳以上の方の元気につながる各種事業を行っています

こちら包括です！

認知症サポーター養成講座
　認知症になっても安心して暮らせる地域づくりのため、認知症に関する
知識を深め、認知症の方やその家族を支援する「認知症サポーター」を養
成しています。多くの方に認知症サポーターになっ
ていただき、みんなで安心な地域をつくりましょう。

■認知症サポーターとは
　特別なことをする人ではありません。認知症を正しく理解し、偏見を持
たず、認知症の方やその家族を温かく見守る応援者です。
■認知症サポーターになるためには
　「認知症サポーター養成講座」を受けます。

対子どもから大人まで希望する人ならどなたでも
　（５人以上集まれば開きます）
時ご希望の平日の 60 ～ 90 分間（１か月前までお申し込みください）
場ご希望の場所（講師が自宅や集会所、公民館などに出張します）
内講話と寸劇　費無料　申電話で
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　包括支援係（花房・浜本）

オレンジリングを
受講者にプレゼント

20



21 広報おおくま　2019（平成 31年）1月号時日時　　場会場　　内内容　　対対象者　　費参加費用　　持持ち物　　定募集定員　　期申し込み期間・期限

問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　包括支援係
　大熊町役場会津若松出張所　福祉課　健康介護係

☎ 0120-26-5671
☎ 0120-26-3844

脳力アップ教室（いわき）
　認知症予防のため、頭と体を動かしながら脳を活性
化させます。初参加の方も大歓迎！正月太りを解消し
ましょう。
内シナプソロジー、ストレッチ、音楽に合わせた運動
時１月７日（月）、21 日（月）、29 日（火）
　午前10 時～正午
場小名浜公民館（７日、21日はホワイエ、29 日は視
　聴覚室）
対　60歳以上（３月末までに60 歳になる方含む）
定先着20人
持動きやすい服装、外履き、 飲み物
申電話で前日までに
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課包括支援係
　（花房・浜本）

いきいき教室（会津）
　気軽にお話ししながら楽しく体
を動かしましょう！
内健康維持・介護予防の軽い体操
持飲み物、タオル
申不要
問大熊町役場会津若松出張所
　福祉課　健康介護係（渡辺）

日　時 会　場

1月16 日（水）
午前10時～
11時30分

復興公営住宅
城北団地集会所

1月16 日（水）
午後１時30分～
午後３時

復興公営住宅
年貢町団地集会所

わくわく健康料理教室（いわき）　
　今年度は「手軽にできる旬の料理」をテーマに、い
わき市内７会場で行っています。料理を通して交流を
深めませんか？
内歯科衛生士による歯の話＆冬瓜とショウガで体ぽか
　ぽか料理
時１月31日（木）午前９時30分～午後１時　 
場錦公民館（いわき市錦町中迎一丁目 12-2）
費　300 円
対　60歳以上（３月末までに60歳になる方含む）
定　先着15人
持エプロン、三角巾、飲み物
期　１月７日（月）～18日（金）
申電話で
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課包括支援係
　（花房・浜本）

大熊町地域包括支援センター
10月の実績…相談34 件、対応185 件

60歳以上の方の元気につながる各種事業を行っています

こちら包括です！

認知症サポーター養成講座
　認知症になっても安心して暮らせる地域づくりのため、認知症に関する
知識を深め、認知症の方やその家族を支援する「認知症サポーター」を養
成しています。多くの方に認知症サポーターになっ
ていただき、みんなで安心な地域をつくりましょう。

■認知症サポーターとは
　特別なことをする人ではありません。認知症を正しく理解し、偏見を持
たず、認知症の方やその家族を温かく見守る応援者です。
■認知症サポーターになるためには
　「認知症サポーター養成講座」を受けます。

対子どもから大人まで希望する人ならどなたでも
　（５人以上集まれば開きます）
時ご希望の平日の 60 ～ 90 分間（１か月前までお申し込みください）
場ご希望の場所（講師が自宅や集会所、公民館などに出張します）
内講話と寸劇　費無料　申電話で
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　包括支援係（花房・浜本）

オレンジリングを
受講者にプレゼント



Part. 10　朝食を食べて元気に一日をスタート

　今年度大熊町に入庁しました。健康について説
明する側として不健康ではいけないと思い筋トレ
を心がけていますが、長続きしない事が悩みです。
皆さんと一緒に健康めざして頑張ります。

今月の保健師

問大熊町役場いわき出張所　健康介護課

教えて　　ヘルシーライフ
おおちゃん

・運動の習慣がない
・最近 1年で体重が増えた
・脚力が低下している
・十分な睡眠をとれていない

・塩分を摂りすぎている
・早食い、朝食を抜く
・毎日の飲酒量が多い
・喫煙率が高い

（平成29年度総合健診結果  および国保データベースより）

（平成28年度特定健診問診より）

■町民の生活習慣病を悪化させている８つの特徴■

いわき出張所　健康介護課　保健衛生係

那須留美が担当しました

　「忙しくて」「ダイエット中で」…などの理由で朝食をとら
ない方がいます。でも、健康生活の第一歩は朝食からです！
朝食を食べるとイイことがいっぱいあります。朝食の効果を
紹介します。

★体温の上昇

　朝食を食べることで身体の中で胃などの消化器官が筋肉
運動を始めます。その熱を利用して眠っている間に低下し
た体温を上昇させ、身体を活動しやすい状態にさせます。

★脂肪が燃焼されやすくなります

　朝食で体内時計がリセットされ、一気に
体温が上がって脂肪燃焼モードに！起床後
1時間以内に食べることでリセット効果は
高まり、その後の通勤や仕事中などのじっ
としているときの消費カロリーも増えま
す。逆に朝食を抜くと 5倍も太りやすいと
いうデータも！

★便秘の予防・解消

　朝食を食べることで腸が刺
激を受け、便が送り出されま
す。生活リズムを整えること
により、排便のリズムが作ら
れます。

★脳の働きを活発に

　脳の唯一のエネルギー源・ブ
ドウ糖は脳に貯めておくことが
できません。寝ている間にエネ
ルギーが欠乏した脳に栄養を届
けることで、脳の働きも活発に
なり、集中力や記憶力が高まり
ます。

イイこといっぱい 朝食効果

週３回以上朝食を抜いている人

0 2 4 6 8 10

9.5％

8.5％

7.1％

(%)

大熊町

国

県

　昨年11月７日、東京電力福
島第一原子力発電所構内に入
り、廃炉作業を視察しました。Part. 45　福島第一原子力発電所の現状は？

問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

教えて　　放射性物質
おおちゃん

　写真１は汚染水を処理後、貯蔵しているタンク群です。鋼材をボルトでつな
ぎ合わせたフランジ型と呼ばれる種類です。当初は汚染水対策のため、比較的
早くつくることができるフランジ型タンクが選ばれました。表面にさびが目立
ち始めており、安全性を不安視されるかもしれませんが、毎日巡回して異常や
漏れがないことを確認しているそうです。フランジ型は汚染水漏れが相次いだ
ことから、溶接型タンクへの切り替えを進めています。

　限られた敷地を有効に活用する
ため、タンクの配置も効率的にな
るよう工夫しています（写真２）。
近づくとタンクの間隔が狭く圧迫
感を感じます。
　タンクエリアは汚染水の漏えい
防止のため、地面を二重の堰で囲
んでいます（写真３）。内側の堰は、
タンク１基分の汚染水がすべて漏
れ出しても外にあふれない高さに
設定されています。外側の堰には
雨水がたまる仕組みです。内側の
堰が外側の堰より高いのは、大雨
が降っても雨水が内側には流れ込
まず、外側へと流れるようにする
ためです。

　解体されたフランジ型タンク
は、さらに切断し、コンテナに収
納して保管します（写真６）。タ
ンク内側の鋼板は線量率が相当高
く、切断する前に別の場所で除染
します。写真の鋼板は
すでに除染が行われた
後のもので、線量率は
問題ないレベルまで低
下していることを確認
しました。

　溶接型タンク
は構内でつくっ
ています（写真
５）。水色のカ
バーの内側に自
動溶接機が入っ
ていて、タンク

を縦に溶接して組み立てます。茶色
の縦線は溶接箇所です。溶接後に検
査を行い、漏れが発生しないよう確
認しているそうです。

　このエリアは
写真４のように
薄手のベスト１
枚とヘルメッ
ト、マスク、軍
手、長靴で立ち
入ることができ
ます。除染や線量低減対策を
行ったことで身体に汚染物が付
着する恐れが低くなり、装備の
負担が軽減されました。

　今回はタンク群のほか、雑固体焼却設備、フラン
ジタンク切断装置、サリーと呼ばれる汚染水処理装
置を視察しました。汚染水処理装置の近くなど、ま
だまだ高線量率の箇所は多いですが、除染などの効
果で全体的に作業環境が改善したことを確認し、少
しずつですが廃炉が進んでいるのだと感じました。

１

６

４ ５

３２
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23 広報おおくま　2019（平成 31年）1月号

　昨年11月７日、東京電力福
島第一原子力発電所構内に入
り、廃炉作業を視察しました。Part. 45　福島第一原子力発電所の現状は？

問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

教えて　　放射性物質
おおちゃん

　写真１は汚染水を処理後、貯蔵しているタンク群です。鋼材をボルトでつな
ぎ合わせたフランジ型と呼ばれる種類です。当初は汚染水対策のため、比較的
早くつくることができるフランジ型タンクが選ばれました。表面にさびが目立
ち始めており、安全性を不安視されるかもしれませんが、毎日巡回して異常や
漏れがないことを確認しているそうです。フランジ型は汚染水漏れが相次いだ
ことから、溶接型タンクへの切り替えを進めています。

　限られた敷地を有効に活用する
ため、タンクの配置も効率的にな
るよう工夫しています（写真２）。
近づくとタンクの間隔が狭く圧迫
感を感じます。
　タンクエリアは汚染水の漏えい
防止のため、地面を二重の堰で囲
んでいます（写真３）。内側の堰は、
タンク１基分の汚染水がすべて漏
れ出しても外にあふれない高さに
設定されています。外側の堰には
雨水がたまる仕組みです。内側の
堰が外側の堰より高いのは、大雨
が降っても雨水が内側には流れ込
まず、外側へと流れるようにする
ためです。

　解体されたフランジ型タンク
は、さらに切断し、コンテナに収
納して保管します（写真６）。タ
ンク内側の鋼板は線量率が相当高
く、切断する前に別の場所で除染
します。写真の鋼板は
すでに除染が行われた
後のもので、線量率は
問題ないレベルまで低
下していることを確認
しました。

　溶接型タンク
は構内でつくっ
ています（写真
５）。水色のカ
バーの内側に自
動溶接機が入っ
ていて、タンク

を縦に溶接して組み立てます。茶色
の縦線は溶接箇所です。溶接後に検
査を行い、漏れが発生しないよう確
認しているそうです。

　このエリアは
写真４のように
薄手のベスト１
枚とヘルメッ
ト、マスク、軍
手、長靴で立ち
入ることができ
ます。除染や線量低減対策を
行ったことで身体に汚染物が付
着する恐れが低くなり、装備の
負担が軽減されました。

　今回はタンク群のほか、雑固体焼却設備、フラン
ジタンク切断装置、サリーと呼ばれる汚染水処理装
置を視察しました。汚染水処理装置の近くなど、ま
だまだ高線量率の箇所は多いですが、除染などの効
果で全体的に作業環境が改善したことを確認し、少
しずつですが廃炉が進んでいるのだと感じました。

１

６

４ ５

３２



問問い合わせ　　申申し込み　　☎電話　　FAXファクス　　webウェブサイト

団体名 拠点 代表 お問い合わせ先

県内

　大熊町いわき会 いわき市 伊藤　憲顕 　090-9746-6419
　おおくまいわき友の会 いわき市 池田　義明 　090-3643-2967
　大熊町山田会 いわき市南部 三瓶　道教 　090-2958-4174
　ふるさとおおくま会 浜通り南部 石橋　英雄 　090-2270-8138
　すまいるサロン いわき市 熊谷美香子 　080-1830-5567（小林和子）
　古滝屋温泉日帰りお茶会 いわき市 市川　スミ 　080-6007-6824
　おおくままち北浜グループ 浜通り北部 小林　五藏 　080-1814-9819
　おおくま町会津会 会津若松市 浅野　　孝 　090-7078-2327（山本三起子）
　ママだってやってみ隊 会津若松市 三瓶　美和 　090-6259-7933（阿部智英子）
　もみの木 白河市 深代　賢治 　090-9531-1595
　こらんしょ大熊 県北地方 菅野　充史 　090-2361-7451（泉広隆）
　大熊町の明日を考える会 県中地方 太田　文代 　080-1808-8333
　おおくま中通り会 中通り 斎藤　重征 　090-8423-6515

県外

　茨城おおくま友の会 茨城県内 玉澤　優子 　090-3754-7849
　積小為大の会 茨城県内 浅野　秀蔵 　080-1657-7286
　スイートめろん 茨城県南部 梶原美智雄 　080-5229-2006（星川美智子）
　栃木おおくまの会 栃木県内 松本　光清 　090-5838-1258（武内都）
　埼玉・おおくま友の会 埼玉県内 倉嶋　要三 　090-7934-8508
　ひまわりサロン 埼玉県川口市 島田由紀子 　080-5431-0123
　フレンドリー東北 仙台市 木幡　伸夫 　090-4314-8444

町民掲示板

おおくま町会津会
時（両日とも午前 10 時から）
・１月９日（水）
　団子さし
・１月23日（水）
　セパタクローボールづくり
場おおくまサロンゆっくりすっぺ
　（町役場会津若松出張所）
　☎ 090-7078-2327（山本）

ママだってやってみ隊
内会津木綿でランチョンマット
　づくり (初参加の方も歓迎）
時１月30日（水）午前10時～
場一箕町長原地区仮設住宅集会所
費　1,000 円
期　１月25日（金）まで
☎ 090-6259-7933（阿部）
※平日午前10時～午後５時

積小為大の会
内定例会
　（次年度の計画について）
時１月19日（土）
　午前11時～午後１時
場空のえき　そ・ら・ら
　（小美玉市山野 1628-44）
費無料
☎ 080-1657-7286（浅野秀蔵）

おおくままち北浜グループ
内新年会（宴会、宿泊）
時　１月26日（土）～ 27日（日）
※現地集合ですが、乗り合いを希
　望の方は午後３時にサン・ライ
　フ南相馬集合。宴会のみの方は
　午後８時解散
場抱月荘（南相馬市原町区馬場字
　川久保３）
費　3,000円
※キャンセルは開催日１週間前の
　午後４時まで
期　１月16日（水）まで
☎ 080-1814-9819（小林）

スイートめろん
内新春ボウリング大会＆お食事・
　カラオケ交流会
時１月19日（土）
　午前10時～午後１時30分
場カラオケバンバン土浦サンタス
　ワールド店（土浦市中村東1-1-1）
費　大人5,000 円、小中学生 500 円
　（貸し靴利用の方はサイズをお
　知らせください。前回スコア
　によるハンディ戦。初参加の
　方はご申告ください）
期１月６日（日）まで
☎ 080-5229-2006（星川美智子）

☎ 090-2888-5789（高木由記子）
　＜今後の予定＞
内早春の千葉房総バス旅行（花摘
　み、海鮮焼き、イチゴ狩り）
時２月 23 日（土）
費大人 8,500 円程度（詳細は後日）

栃木おおくまの会
　会員募集中です。
内総会
時３月３日（日）～４日（月）
場未定
※詳細は希望者にお伝えします
☎090-5838-1258（事務局・武内都）

町民掲示板

埼玉・おおくま友の会

埼玉県

栃木おおくまの会

栃木県

スイートめろん

積小為大の会

茨城おおくま友の会

茨城県
もみの木

大熊町山田会

大熊町いわき会

おおくまいわき友の会

古滝屋温泉日帰りお茶会

すまいるサロン

ママだってやってみ隊

ひまわりサロン

ふるさとおおくま会

おおくま町会津会

大熊町の明日を考える会

こらんしょ大熊

おおくままち北浜グループ

福島県

フレンドリー東北 宮城県

おおくま中通り会

団体一覧

各地で活動する町民コミュニティ団体からのお知らせです。
皆さんのご参加をお待ちしています。

古滝屋温泉日帰りお茶会
時　１月16日（水）
　午前10時～午後３時
場古滝屋
※無料送迎バスあり
　好間第三仮設～北好間団地復興
　公営住宅（12号棟前）～いわき
　駅（ミスタードーナツ前）～麦
　の里～マルト湯本店前～古滝屋
費入浴料800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
☎ 080-6007-6824（市川）
☎ 090-5187-2234（堀本）

大熊町いわき会
内新年会！（日帰り温泉＆昼食会）
時１月26日（土）午前10時30分～
※バスをご利用の方は泉公民館
　10時集合
場勿来温泉　関の湯
費　2,000円
期１月20日（日）まで
☎ 090-9746-6419（伊藤）
☎ 090-8424-7877（金森）

ふるさとおおくま会
内みんなでイチゴ大福を作って
　たべよう
時１月19日（土）午前10 時～
※調理に参加いただける方は９時
　集合
場いわき市草野公民館
費無料
対町民の皆さん
申不要
☎ 090-2270-8138（石橋英雄）
☎ 090-9531-4591（愛場誠）
☎ 090-3531-9776（冨田睦子）

おおくま中通り会
内新年会！（食事会、持ち込み
　自由）
時２月２日（土）午前11時～
場なりた温泉（郡山市安積町成田
　字車川原 27）
※午前10時に町役場中通り連絡事
　務所出発の送迎バスあり
費　1,000 円
対町民の皆さん
申必要
期１月20日（日）まで
☎ 090-8423-6515（斎藤重征）
☎ 090-3646-3815（半沢佐田幸）

すまいるサロン
時 １月28 日（月）
　午前10時～午後３時
場　町役場いわき出張所
　２階調理室
持　マイカップ、おむすび（昼食）
☎ 080-1830-5567（小林）

大熊町山田会
内新年会！（お食事会）
時　２月16日（土）午前11時～
場三香縁（いわき市山田町下関場
　12-3）
費　2,000円
定先着50人
申電話で
☎ 090-7326-7444（石田和枝）
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25 広報おおくま　2019（平成 31年）1月号時日時　　場会場　　内内容　　対対象者　　費参加費用　　持持ち物　　定募集定員　　期申し込み期間・期限

町民掲示板

埼玉・おおくま友の会

埼玉県

栃木おおくまの会

栃木県

スイートめろん

積小為大の会

茨城おおくま友の会

茨城県
もみの木

大熊町山田会

大熊町いわき会

おおくまいわき友の会

古滝屋温泉日帰りお茶会

すまいるサロン

ママだってやってみ隊

ひまわりサロン

ふるさとおおくま会

おおくま町会津会

大熊町の明日を考える会

こらんしょ大熊

おおくままち北浜グループ

福島県

フレンドリー東北 宮城県

おおくま中通り会

団体一覧

各地で活動する町民コミュニティ団体からのお知らせです。
皆さんのご参加をお待ちしています。

古滝屋温泉日帰りお茶会
時　１月16日（水）
　午前10時～午後３時
場古滝屋
※無料送迎バスあり
　好間第三仮設～北好間団地復興
　公営住宅（12号棟前）～いわき
　駅（ミスタードーナツ前）～麦
　の里～マルト湯本店前～古滝屋
費入浴料800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
☎ 080-6007-6824（市川）
☎ 090-5187-2234（堀本）

大熊町いわき会
内新年会！（日帰り温泉＆昼食会）
時１月26日（土）午前10時30分～
※バスをご利用の方は泉公民館
　10時集合
場勿来温泉　関の湯
費　2,000円
期１月20日（日）まで
☎ 090-9746-6419（伊藤）
☎ 090-8424-7877（金森）

ふるさとおおくま会
内みんなでイチゴ大福を作って
　たべよう
時１月19日（土）午前10 時～
※調理に参加いただける方は９時
　集合
場いわき市草野公民館
費無料
対町民の皆さん
申不要
☎ 090-2270-8138（石橋英雄）
☎ 090-9531-4591（愛場誠）
☎ 090-3531-9776（冨田睦子）

おおくま中通り会
内新年会！（食事会、持ち込み
　自由）
時２月２日（土）午前11時～
場なりた温泉（郡山市安積町成田
　字車川原 27）
※午前10時に町役場中通り連絡事
　務所出発の送迎バスあり
費　1,000 円
対町民の皆さん
申必要
期１月20日（日）まで
☎ 090-8423-6515（斎藤重征）
☎ 090-3646-3815（半沢佐田幸）

すまいるサロン
時 １月28 日（月）
　午前10時～午後３時
場　町役場いわき出張所
　２階調理室
持　マイカップ、おむすび（昼食）
☎ 080-1830-5567（小林）

大熊町山田会
内新年会！（お食事会）
時　２月16日（土）午前11時～
場三香縁（いわき市山田町下関場
　12-3）
費　2,000円
定先着50人
申電話で
☎ 090-7326-7444（石田和枝）



問問い合わせ　　申申し込み　　☎電話　　FAXファクス　　webウェブサイト

町民掲示板

熊２区
　11月24日、いわき市の湯本温
泉吹の湯で震災後５回目の総会・
絆交流会を開きました。交流会に
は県内外から80人が集い、夜遅
くまで楽しい時間を過ごしまし
た。次回の再会を約束し、散会し
ました。　　　（区長・池田義明）

野上２区
　12月１日、郡山市の磐梯熱海温
泉ホテル華の湯で総会・懇親会を
開きました。44人が出席しました。
懇親会ではそれぞれ近況などを語
り合い、次回も元気に再会するこ
とを約束して散会しました。

（区長・吉田定仁）

　大熊町に集まって、みんなでお正月恒例のも
ちつきをしましょう。
　開催日は町の成人式の翌日です。新成人の皆
さんも集まれ！
時１月14日（月・祝）午前11時～
場鹿島建設大川原事務所敷地内

費　500円
期１月７日（月）まで
問おおくまコミュニティづくり実行委員会（事
務局・おおくままちづくり公社）
☎ 0246-85-5237
※もちのつき手、調理のお手伝い募集中！

　町と NPO 法人かながわ避
難者と共にあゆむ会の共催
で、恒例の交流会を開催しま
す。中華料理を食べながら古
里のみんなと楽しい時間を過
ごしませんか。町役場職員も
参加しますので、ご質問など
ある方はお気軽にお尋ねくだ
さい。

時２月16日（土）
　午前11時30分～午後１時30分
場中国郷土料理　錦里
　（横浜市中区山下町 202-9）
費　4,000 円（小学生以下無料）
期２月５日（火）まで
問おおくままちづくり公社
☎ 0246-85-5237
　（平日午前10時～午後４時）

里がえりもちつき大会

おおくま交流会in横浜中華街

●●●

●●●

●●●

加賀町署
●

中華街大通
り

錦里

中華街
東門

中華街
西門

石川町駅

元町・
中華街駅

横
浜
公
園

Ｊ
Ｒ
根
岸
線

みなとみらい線

み
な
と
み
ら
い
線
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で
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の
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、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い（
村
井
）　

編
集
後
記

●町民避難先（平成30年12月１日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数
海外 1 福島市 205
不明 0 会津若松市 794
北海道 34 郡山市 1,077
青森県 19 いわき市 4,665
岩手県 2 白河市 64
宮城県 204 須賀川市 101
秋田県 22 喜多方市 40
山形県 40 相馬市 99
福島県 7,885 二本松市 33
茨城県 485 田村市 64
栃木県 200 南相馬市 279
群馬県 82 伊達市 5
埼玉県 365 本宮市 37
千葉県 260 桑折町 5
東京都 252 国見町 2
神奈川県 173 川俣町 1
新潟県 185 大玉村 36
富山県 6 鏡石町 12
石川県 12 天栄村 0
福井県 8 下郷町 0
山梨県 6 檜枝岐村 0
長野県 10 只見町 0
岐阜県 5 南会津町 3
静岡県 20 北塩原村 1
愛知県 6 西会津町 1
三重県 5 磐梯町 7
滋賀県 0 猪苗代町 10
京都府 6 会津坂下町 17
大阪府 20 湯川村 3
兵庫県 6 柳津町 0
奈良県 0 三島町 1
和歌山県 4 金山町 1
鳥取県 0 昭和村 0
島根県 0 会津美里町 22
岡山県 3 西郷村 19
広島県 1 泉崎村 16
山口県 2 中島村 0
徳島県 0 矢吹町 17
香川県 0 棚倉町 1
愛媛県 2 矢祭町 0
高知県 0 塙町 0
福岡県 22 鮫川村 0
佐賀県 3 石川町 3
長崎県 2 玉川村 2
熊本県 0 平田村 0
大分県 10 浅川町 7
宮崎県 23 古殿町 7
鹿児島県 1 三春町 66
沖縄県 8 小野町 9

計 10,400 広野町 69
  楢葉町 29
  富岡町 8
●人口および世帯 川内村 11
平成23年３月11日時点 大熊町 0
11,505人 4,235世帯 双葉町 0
平成30年11月30日現在 浪江町 2
人口 10,400 葛尾村 2
増減 △ 1,105 新地町 32
世帯数 3,809 飯舘村 0
増減 △ 426 計 7,885

郵送先　〒 965-0873　福島県会津若松市追手町 2-41
　　　　　　　　　　 「大熊町役場　総務課秘書広聴係」宛

ご意見ご要望をお寄せください

今月の広報おおくまいかがでしたか？

　町に対するご意見やご要望の他、広報紙を読んでの
ご感想、身近な情報など、どんなことでも結構です。
　郵便またはファクスでお送りいただくか、町ホーム
ページのお問い合わせフォームをご利用ください。

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所
松 田  楓

ふうた

大 宇　功・かおり 新　　町

飯 島  充
みつき　

紀 　良　・杏　奈 西大和久

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

今　井　　秀　也 清　　水 海　野　ゆかり 須 賀 川 市
井戸川　　慎 南相馬市 佐　藤　　亜　美 新 町
猪　狩　　悠　希 西大和久 齋　藤　　優　貴 会津若松市
渡　辺　　瞳　真 西大和久 井　上　　美　咲 西大和久

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

　林　　ヨ　ネ 97 歳 大　　野
石　田　ウメヨ 89 歳 大　　野
熊　田　七　郎 85 歳 大　　野

※ 2018 年（平成 30 年）11月



絆
きずな
おおくま
ふれあい通信

問 大熊町役場会津若松出張所　総務課秘書広聴係

　父の転勤のため５歳で双葉郡
を離れたが、母親が大熊町大川
原の出身だったため、年末年始
やお盆の時期には帰省すること
が多かった。
　現在は横浜市内の中学校に勤
務。震災時の双葉郡を題材に
「家族のつながりや絆」をテー
マとした道徳の教材を制作し、
各方面から高い評価を受けてい
る。

神奈川県横浜市

梅
うめみや

宮 和
かずゆき

幸さん

　

私
は
福
島
県
立
大
野
病
院
で
産
ま
れ
、

５
歳
の
時
に
父
の
転
勤
で
東
京
に
引
っ

越
す
ま
で
の
間
、
大
熊
町
や
富
岡
町
で

過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
震
災
が

起
き
る
ま
で
は
毎
年
の
よ
う
に
、
年
末

年
始
や
お
盆
は
母
の
実
家
の
あ
る
大
熊

町
大
川
原
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
の

ど
か
な
田
園
風
景
と
美
し
い
山
並
み
、

そ
し
て
す
ぐ
近
く
に
は
清
ら
か
な
小
川
。

私
自
身
、
大
熊
町
の
風
景
や
、
そ
の
中

で
過
ご
す
時
間
が
大
好
き
で
、
訪
れ
る

の
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

生
き
物
と
の
触
れ
合
い
や
里
山
の
匂
い

な
ど
、
図
鑑
を
見
た
だ
け
で
は
分
か
ら

な
い
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
く
れ
た
の
が

大
熊
町
で
し
た
。

　

震
災
後
、
故
郷
で
あ
る
福
島
の
た
め
に

何
か
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う

と
考
え
な
が
ら
も
、
様
々
な
状
況
か
ら

な
か
な
か
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
ず
、

悶
々
と
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
大
熊
町
に
一
時
立
ち
入
り
し

た
母
か
ら
、
大
川
原
の
実
家
や
沿
岸
部

の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
を
見
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
写
っ
て
い
た
も

の
は
、
考
え
て
い
た
よ
り
も
甚
大
な
被

害
の
様
子
で
し
た
。
津
波
被
害
と
い
う

と
岩
手
や
宮
城
の
話
が
多
い
の
で
す
が
、

報
道
で
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
被
災
地

の
状
況
が
あ
る
と
実
感
し
た
出
来
事
で

し
た
。
こ
の
こ
と
を
誰
か
に
伝
え
た
い
と

思
っ
た
時
、
私
が
福
島
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
が
見
つ
か
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

い
ま
全
国
の
小
中
学
校
で
は
道
徳
の

教
科
化
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
私
が
教

諭
を
勤
め
て
い
る
横
浜
市
で
は
、
そ
れ

に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
教
育
関
係
者
に
授
業

を
公
開
す
る「
研
究
授
業
」
を
担
当
す
る

機
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
震
災
に
関
す
る

教
材
を
使
お
う
と
思
い
ま
し
た
。
生
徒

だ
け
で
は
な
く
、
授
業
を
見
た
方
に
も

福
島
の
状
況
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
制
作
し
た
教
材

は
、
親
戚
に
話
を
聞
き
、
そ
の
経
験
や

体
験
を
も
と
に
一
つ
の
物
語
を
作
り
上

げ
た
も
の
で
す
。
授
業
で
は
こ
の
物
語

を
中
心
に
し
て
、
大
熊
町
の
様
子
な
ど

を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
し
た
。
授

業
の
後
、
生
徒
か
ら
は「
被
災
地
に
つ
い

て
知
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と
い
っ

た
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教

育
関
係
者
か
ら
は
他
の
講
演
で
も
使
わ

せ
て
ほ
し
い
と
い
う
話
を
い
た
だ
き
、
少

し
で
も
多
く
の
方
に
見
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
快
諾
し
ま
し
た
。
こ
の
教
材
が
、

大
熊
町
や
双
葉
郡
の
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

私の母は、病院で看護師の看護師長をしていました。
毎日、仕事で忙しく働いていた母ですが、休みの日には、一緒に遊
んだり、料理を教えてくれたりする優しい母親でした。

「泣き虫　よっちゃん」　これは、友だちから付けられた私のあだ名
です。
私は、小さい頃から、ささいなことでもすぐに涙が出てしまう女の
子でした。

そんな泣き虫の私に、母はいつも「だいじょうぶ！」と言って笑顔
でガッツポーズをしてくれました。なんだかちょっと変な形のガッ
ツポーズで、いつも吹き出してしまい、泣いていることなんて忘れ、
いつの間にかに元気になっていました。
そんな明るくて優しい母が大好きでした。

学校での三者面談で、担任の先生に進路について、聞かれたことが
ありました。
「私もお母さんみたいな、看護師さんになりたい」と返事をすると
母は、隣で「うふふっ」と照れたように笑っていたことを覚えてい
ます。

その数ヶ月後　平成23年　3月11日　午後 2時46分

今まで感じたことのない揺れを感じました。道路が波打ち、山が揺
れました。
数分後、大津波警報が町中に流れました。
情報では、１時間後に津波が来るとの事でした。

町中の人が山の向こうの会津まで避難することになり、大型バスが
迎えに来ました。
父も帰宅し、家族一緒にそのバスに乗ろうとした時、母は、バスの
入口で立ち止まり、私をバスに押し込みました。
母は、隣にいた父の顔を見て黙ってうなずき、次に私をじっと見つ
めてきました。
そして、何かを決めたような表情に変わり、私の手を握り締めこう

言いました。

「お母さん、病院に行くから。」

母は、津波警報が出ている中、自分の勤めている浪江町の海沿いに
ある病院に行くと言っているのです。

何が起こっているのか、そしてこれから何が起ころうとしているの
か分からぬまま、泣きながら席に着きました。
隣に座った父は、「今のお母さんの言葉と顔を心に刻んでおきなさ
い。」そう言った後ずっと黙っていました。

私は、泣きながらバスの外にいる母を見つめました。
私の泣き顔を見た母は、いつもの笑顔でガッツポーズをやり始めま
した。
そして、お母さんが大きな口を開け、ゆっくりと動かしています。
口の動きから「だ・い・じょ・う・ぶ」と言っていることがわかり
ました。

いつものちょっと変なガッツポーズと言葉が、そこにはありました。

母は、動き出すバスに両手を大きく振りながら何かを叫んでいまし
た。
でも何を言っているのかはわかりませんでした。
数日後、避難先で、大きな津波が病院の建物ごと流したと聞きまし
た。

あれから６年。
今も母は、戻ってきません。

数年経ちますが、今も「泣き虫よっちゃん、大丈夫だよ。」とガッ
ツポーズしている母の姿が夢に出てきます。
夢で会えて、うれしいような・・・寂しいような・・・。
いつも、そんな複雑な気持ちと闘っています。

私は、会津に避難した後、親戚の家を転々としま
した。その後、家族で茨城県の鹿島に引っ越しま
した。鹿島の高校に通い、無事卒業もでき、今は
看護師を目指して、短大に通っています。
作文にもあったとおり、私のお母さんは、今も帰っ
てきません。

あの時の、「母にバスに乗ってほしい」という気
持ちは正直今も変わりません。

今でも、あの時バスで、駄々をこねてお母さんを
引き留めていたら、どうなったのかな？なんて思
うことがあります。
もし今もいてくれれば、看護師の事とか相談でき
たのかな？なりたいって言ったらどんな顔をする
のかな？そんな想像をすることだってあります。

先日、一時帰宅が許され、数年ぶりに自宅に戻る
ことができました。
その時、母が使っていたメモ帳を見つけました。
そこには、こんなことが書いてありました。
「この前、よっちゃんが看護師になりたいと言っ
ていた。言葉にはしなかったけど、すごくうれし
かった。がんばらなきゃ。」
それを読んだとき、涙が止まりませんでした。
なぜ、母が、津波が来るかもしれない病院に向かっ
たのか。
母は私に何を伝えたかったのか。
ちょっとだけ分かったような気がしました。

今日は、「家族の愛」についての道徳と聞いてい
ます。
「家族」とか、「愛」とか私には難しくてうまく、
話は出来ません。

ただ、言えるのは、「あの時も今もそしてこれか
らも、私は父にも母にも愛されている」と言うこ
とです。

今、みなさんは中学２年生ということで聞いてい
ます。
親の言うことが、うっとうしかったり、分かって
くれない！と思ったりすることも多いでしょう。
でも覚えておいてください。世界で一番あなたの
ことを大切に思っているのは、あなたの家族です。
今は分からないかもしれませんが、もう少しすれ
ばきっと分かると思います。

これからも勉強など大変な事もあると思います
が、頑張ってください。
そして、青春を楽しんでくださいね。

これは、震災時、大熊町に住んでいた14歳の中学生女子生徒が、母への思いと当時の様子を書いた作文です

「よっちゃん」からの手紙

梅宮さんが教材として制作した物語をご紹介します

28
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私の母は、病院で看護師の看護師長をしていました。
毎日、仕事で忙しく働いていた母ですが、休みの日には、一緒に遊
んだり、料理を教えてくれたりする優しい母親でした。

「泣き虫　よっちゃん」　これは、友だちから付けられた私のあだ名
です。
私は、小さい頃から、ささいなことでもすぐに涙が出てしまう女の
子でした。

そんな泣き虫の私に、母はいつも「だいじょうぶ！」と言って笑顔
でガッツポーズをしてくれました。なんだかちょっと変な形のガッ
ツポーズで、いつも吹き出してしまい、泣いていることなんて忘れ、
いつの間にかに元気になっていました。
そんな明るくて優しい母が大好きでした。

学校での三者面談で、担任の先生に進路について、聞かれたことが
ありました。
「私もお母さんみたいな、看護師さんになりたい」と返事をすると
母は、隣で「うふふっ」と照れたように笑っていたことを覚えてい
ます。

その数ヶ月後　平成23年　3月11日　午後 2時46分

今まで感じたことのない揺れを感じました。道路が波打ち、山が揺
れました。
数分後、大津波警報が町中に流れました。
情報では、１時間後に津波が来るとの事でした。

町中の人が山の向こうの会津まで避難することになり、大型バスが
迎えに来ました。
父も帰宅し、家族一緒にそのバスに乗ろうとした時、母は、バスの
入口で立ち止まり、私をバスに押し込みました。
母は、隣にいた父の顔を見て黙ってうなずき、次に私をじっと見つ
めてきました。
そして、何かを決めたような表情に変わり、私の手を握り締めこう

言いました。

「お母さん、病院に行くから。」

母は、津波警報が出ている中、自分の勤めている浪江町の海沿いに
ある病院に行くと言っているのです。

何が起こっているのか、そしてこれから何が起ころうとしているの
か分からぬまま、泣きながら席に着きました。
隣に座った父は、「今のお母さんの言葉と顔を心に刻んでおきなさ
い。」そう言った後ずっと黙っていました。

私は、泣きながらバスの外にいる母を見つめました。
私の泣き顔を見た母は、いつもの笑顔でガッツポーズをやり始めま
した。
そして、お母さんが大きな口を開け、ゆっくりと動かしています。
口の動きから「だ・い・じょ・う・ぶ」と言っていることがわかり
ました。

いつものちょっと変なガッツポーズと言葉が、そこにはありました。

母は、動き出すバスに両手を大きく振りながら何かを叫んでいまし
た。
でも何を言っているのかはわかりませんでした。
数日後、避難先で、大きな津波が病院の建物ごと流したと聞きまし
た。

あれから６年。
今も母は、戻ってきません。

数年経ちますが、今も「泣き虫よっちゃん、大丈夫だよ。」とガッ
ツポーズしている母の姿が夢に出てきます。
夢で会えて、うれしいような・・・寂しいような・・・。
いつも、そんな複雑な気持ちと闘っています。

私は、会津に避難した後、親戚の家を転々としま
した。その後、家族で茨城県の鹿島に引っ越しま
した。鹿島の高校に通い、無事卒業もでき、今は
看護師を目指して、短大に通っています。
作文にもあったとおり、私のお母さんは、今も帰っ
てきません。

あの時の、「母にバスに乗ってほしい」という気
持ちは正直今も変わりません。

今でも、あの時バスで、駄々をこねてお母さんを
引き留めていたら、どうなったのかな？なんて思
うことがあります。
もし今もいてくれれば、看護師の事とか相談でき
たのかな？なりたいって言ったらどんな顔をする
のかな？そんな想像をすることだってあります。

先日、一時帰宅が許され、数年ぶりに自宅に戻る
ことができました。
その時、母が使っていたメモ帳を見つけました。
そこには、こんなことが書いてありました。
「この前、よっちゃんが看護師になりたいと言っ
ていた。言葉にはしなかったけど、すごくうれし
かった。がんばらなきゃ。」
それを読んだとき、涙が止まりませんでした。
なぜ、母が、津波が来るかもしれない病院に向かっ
たのか。
母は私に何を伝えたかったのか。
ちょっとだけ分かったような気がしました。

今日は、「家族の愛」についての道徳と聞いてい
ます。
「家族」とか、「愛」とか私には難しくてうまく、
話は出来ません。

ただ、言えるのは、「あの時も今もそしてこれか
らも、私は父にも母にも愛されている」と言うこ
とです。

今、みなさんは中学２年生ということで聞いてい
ます。
親の言うことが、うっとうしかったり、分かって
くれない！と思ったりすることも多いでしょう。
でも覚えておいてください。世界で一番あなたの
ことを大切に思っているのは、あなたの家族です。
今は分からないかもしれませんが、もう少しすれ
ばきっと分かると思います。

これからも勉強など大変な事もあると思います
が、頑張ってください。
そして、青春を楽しんでくださいね。

これは、震災時、大熊町に住んでいた14歳の中学生女子生徒が、母への思いと当時の様子を書いた作文です

「よっちゃん」からの手紙

梅宮さんが教材として制作した物語をご紹介します
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熊
町
・
大
野
小
で
11
月
27
日
に

餅
つ
き
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
児

童
が
つ
き
た
て
の
餅
を
味
わ
い
ま

し
た
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岩
手
県
北
上
市
更
木
地
区
の
有

志
が
毎
年
も
ち
米
を
持
参
し
て
く

だ
さ
り
、
園
児
や
地
元
会
津
若
松

市
河
東
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
、
全

国
の
支
援
者
の
方
た
ち
と
餅
つ
き

を
し
て
い
ま
す
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子
ど
も
た
ち
は
「
よ
い
し
ょ
、

よ
い
し
ょ
」
と
い
う
掛
け
声
に
合

わ
せ
、
き
ね
で
力
い
っ
ぱ
い
餅
を

つ
き
ま
し
た
。
給
食
で
あ
ん
こ
餅

や
汁
餅
に
し
て
振
る
舞
わ
れ
、
お

い
し
そ
う
に
ほ
お
張
り
ま
し
た
。

　
児
童
は
支
援
の
お
礼
に
太
鼓
の

演
奏
を
披
露
し
、
大
き
な
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

　町の風景の変化、表情豊かな町民の様子を
写真とともにお伝えします。

給食で つきたてお餅

点描おおくま

つきたての餅を食べる児童たち
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